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　一般社団法人神緑会 平成25年度 臨時社員総会並びに平成26年新春学術講演会を、平成26年２月１日（土）
に神戸大学医学部会館シスメックスホールにおいて開催いたしました。
　臨時総会に先立ち、昨年中にご逝去されました会員の方々の御霊に黙祷をささげました。
　午後３時５分に前田会長から、総会開催に向けて多数の方々からご協力をいただいたことに対する謝辞が
あり、続いて、定款に定める開催要件を満たしていることを報告して開会を宣言しました。

　会長あいさつ

　本日は、ご出席いただき大変有り難うございます。また、日頃は、神緑会
の運営にご協力いただき有り難うございます。特に、各支部におかれまして
は、総会開催のためのチケット販売について格段のご協力をいただき有り難
うございました。
　昨年の６月、定時総会で新しい定款による役員選挙を初めて実施しました。
新たな理事会で適切な運営に努めております。クラス代表二人制の徹底と
ホームカミングデイにおける各対象学年同窓会の開催、名簿の発行、学術誌
とニュースレター年４回の発行などです。また、山中伸弥京都大学 iPS 細胞
研究所長のノーベル賞受賞に伴う寄附活動を呼びかけ、12月22日神戸での「山
中先生による感謝の集い」が開催されました。

　女性理事、61年卒の千谷先生の誕生で、山口先生、平井先生に次いで３人目です。本日の講演で錦織先生
の講演を予定していますが学生では30％以上の女子学生がいますので女性医師問題に取り組んで参ります。
　来年度は明治２年の神戸病院の設立から145周年、昭和19年の医学専門学校の発足から70周年です。将来
計画委員会での検討を経て答申を得ました。会員のご理解を得つつ来年度には記念事業を適切に進めたいと
思っています。
　本日の総会では、表彰者が多く､ ２つの講演、その後の懇親会と長時間になりますがご協力お願いします。

　審議経過

　臨時総会では、学術委員会と学術誌編集・広報委員会からの報告、本年１月18日
の理事会において運営規則の一部改正が行われたことの報告がされました。
　続いて、平成25年度補正予算や平成26年度事業計画、平成26年度予算について報
告が行われ、いずれも了承されました。
　また、同窓会神緑会臨時総会では、平成26年度同窓会神緑会予算について了承さ
れ、昨年11月に発行された「会員名簿（2013年）版」について報告がされました。
　前田会長から「理事会では、一般社団法人と同窓会の神緑会会計の一本化に向け
て検討中です。以前の公益社団法人では、収益事業が禁止されていたためです。唯

一の収益事業の会員名簿発行を社団法人として行う方向で、６月の定時総会で定款変更を提案する予定で
す。なお、支部活動についても、支部会計は社団法人に含まれないので新定款作成時の内閣府審査で評議員

神緑会臨時社員総会と新春学術講演会
～ ２月１日（土） ～

集特

前田会長の挨拶

大竹委員長による
名簿編集委員会報告



会は認められないとの指導があったが、組織運営上どうしても必要と要望し、現在の定款に既に含まれてい
ます。最小の定款変更で対応できると考えます。」との報告がありました。

　新任教授・栄誉者 等のご紹介

　平成26年の新春行事として、新任教授、栄誉者等のご紹介を行い、新任教授・病院長等、並びに栄誉者を
代表して、片岡医学研究科長・医学部長にご挨拶をいただきました。また、懇親会に出席できない方々には
短時間ではありましたがご挨拶をお願いいたしました。

豊田　俊先生

片岡　徹 医学研究科長のご挨拶

中﨑久雄 大磯町長

青井貴之先生 西村隆一郎先生

総会風景



　平成26年度　一般社団法人神緑会　事業計画書

１）地域における疾病並びに医療等に関する研究調査（定款第７条第１号該当事業） （予算総額 1,500,000円）
　⑴　「我が国およびインドネシア国慢性肝疾患における疾患進行に関わる因子の解析」 予算 500,000円　
　　　研究調査班代表者：神戸大学大学院医学研究科　感染病理学分野　講師　矢野　嘉彦
　　　研究協力者：林　祥剛（神戸大学大学院医学研究科感染病理学／病理病態学分野）
　　　Widya Wasityastuti、Laura Navika Yamani　（神戸大学大学院医学研究科　感染病理学）

　⑵　「iPS 細胞を用いる医学研究の基盤形成」 予算 500,000円　
　　　研究調査班代表者：公益財団法人先端医療振興財団　川真田　伸
　　　研究協力者：青井　貴之（神戸大学大学院医学研究科　iPS 細胞応用医学分野）、
　　　　　　　　　大嶋　野歩、武田　匡史、佐々木　勉（京都大学 iPS 細胞研究所）

　⑶　「公衆衛生行政（保健所）医師の育成・確保とその役割に関する研究調査
　　　～公衆衛生行政の現状と課題をふまえて～」 予算 500,000円　
　　　研究調査班代表者： 神戸市保健所　所長　伊地智　昭浩
　　　研究協力者：西尾　久英、西村　範行（神戸大学大学院医学研究科　地域社会学・健康科学講座疫学分野）、
　　　　　　　　 河原　啓二（姫路市健康福祉局）、今井　雅尚（兵庫県加東保健所）

２）学術講演会等の開催（定款第７条第２号該当事業） （予算総額 2,000,000円）

３）教育研究・学術交流援助（定款第７条第３号該当事業） （予算総額 3,800,000円）
⑴　本会学術委員会の答申に基づき援助対象の医学に関する学術交流基準又は教育・研究活動基準に合致
するものの選考を行い、該当者に対し、援助を行う。 予算 3,200,000円　

⑵　本会学術委員会の答申に基づき援助対象の海外における学会発表基準に合致するものの選考を行い、
該当者に対し、原則として１件につき100,000円を限度として援助を行う。 予算 300,000円　

⑶　本会学術委員会の答申に基づき、援助対象となる女性の研究者の中から、別に定める田中千賀子学術
奨励賞規定により１名の選考を行い、該当者に対して300,000円を授与する。 予算 300,000円　

４）学術誌の発行（定款第７条第４号該当事業） （予算総額 2,700,000円）
　　　内容について学術誌編集員会で検討し、充実したものにする。

５）医学部教員の海外学習に対する援助（定款第７条第５号該当事業） （予算総額 500,000円）

６）医学部学生の海外交流学習に対する援助（定款第７条第５号該当事業） （予算総額 1,500,000円）

平成26年度事業費総額　　合計12,000,000円



　学術講演会　講演－Ⅰ

　神戸大学における
　女性医師の就労活性化の取り組み

錦　織　千佳子

講演の要旨
　昨今、女性医師の就労継続の推進のための様々な取り組みがな
されています。神戸大学医学部附属病院でも、平成19年に文部科
学省の補助金を得て、妊娠・育児中の女性医師（Ｄ）、看護師（Ｎ）
の臨床現場への円滑な復帰を目指して情報及び教育を提供する目
的で『D&Nブラッシュアップセンター』を病院内に設置しました。
補助金終了後も、神戸大学医学部附属病院独自の事業として引き
続き運営する事をお認めいただき、対象を女性薬剤師、検査技師、
事務職員といった病院で働く全職員に拡大し、また産休・育休か
らの復帰だけでなく、介護休職からの復帰をも視野に入れた活動
を行うべく、現在は、『D&N plus ブラッシュアップセンター』と
して活動を続けている状況です。本講演ではこのブラッシュアッ
プセンターの今迄の歩みと現況をご紹介したいと思います。
　発足当時、１）妊娠・出産・育児中の女性医師、看護師に必要
な様々な情報をWEBでとれるようなシステムの開発、２）育児中
の女性医師への当直免除の時短勤務制度の実施、３）各診療科で
のカンファレンスでのベビーシッターの手配、４）職員、学生の
意識調査とその啓発などを目的に活動して参りました。皆様のご
協力を得て、上記、１）２）、３）については軌道に乗って参りま

　錦　織　千佳子（にしごり・ちかこ）　プロフィール
1980年 神戸大学医学部医学科　卒業
1980年 京都大学医学部附属病院研修医（皮膚科）
1983年－87年 京都大学大学院医学研究科博士課程（内科系専攻）
1987年 京都大学助手（医学部・放射能基礎医学教室）
1994年 M.D. アンダーソン癌研究所（免疫学講座）ポストドクトラルフェロー
1995年 京都大学助手（医学部附属病院・皮膚科）復職
1999年 京都大学大学院講師（医学研究科・皮膚病態学）
2002年 京都大学大学院助教授（医学研究科・皮膚病態学）
2003年 神戸大学大学院教授（医学系研究科応用分子医学講座 皮膚科学分野）
2008年 神戸大学大学院教授（医学研究科内科系講座 皮膚科学分野）

専門分野 光医学、発癌、光免疫学、色素細胞学
 色素性乾皮症をはじめとする遺伝性光線過敏性疾患の診断と治療

質問する児玉荘一先生

座長の栗山啓子先生

講演中の錦織先生



した。今なお道半ばである
のは、４）の学生並びに職
員の意識改革です。
　意識改革のためには学生
のうちから、医師としての
責任感と使命感を持って自
分のワークライフバランス
をどのように構築して人生
設計を進めるかといった
キャリアパスの指導が重要です。先日神戸大学医学部、ブラッシュアップセンター、兵庫県医師会の共催で
ワークライフバランスの学生講義を開催しましたので、それについてもご紹介したいと思います。

　つづいて、神戸大学大学院医学研究科麻酔科学分野教授の 溝渕 知司 先生から「麻酔科学教授就任にあ
たっての抱負」と題して講演が行われました。

質問する石田苑子先生 質問する千谷理事

　学術講演会　講演－Ⅱ

　麻酔科学教授就任にあたっての抱負

溝　渕　知　司

講演の要旨
　近年の麻酔は、手術中の患者管理だけでなく、導入覚醒の快適さや術後鎮痛の良し悪し、さらに麻酔法の
相違による疾患予後の違いなど麻酔の質が問われる時代になっています。麻酔科医は不足しているといわれ
ますが、麻酔科医の数自体は増加しています。手術件数が増加していることや麻酔から学んだ知識を活用し
集中治療やペインクリニック、緩和医療などに特化していく人が増えていること等が麻酔科医不足と考えら
れる原因です。

　溝　渕　知　司（みぞぶち・さとし）　プロフィール
昭和60年３月 久留米大学医学部医学科卒業
昭和60年５月 岡山大学医学部附属病院麻酔科　研修医
平成６年９月 学位取得（医学博士；岡山大学）
平成８年12月 米国テキサス大学ダラスサウスウエスタン校麻酔科　研究員
平成10年10月 岡山大学医学部麻酔・蘇生学　助手
平成14年７月 岡山大学医学部附属病院麻酔科蘇生科　講師
平成21年８月 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科生体制御科学専攻生体機能
 制御学講座麻酔・蘇生学分野　准教授
平成25年10月 神戸大学大学院教授（医学研究科外科系講座 麻酔科学分野）

講演中の溝渕知司先生



　我々の臨床での役割は、
手術侵襲から患者を守り、
外科系の先生方に安全な手
術環境を提供することです。
麻酔は、手術によって疾患
を治療するという目的を達
成するための手段であり決
して目的ではありません。
最近はリスクの高い麻酔症
例も増えていますが、麻酔の敷居は高くしないというのが私の考えです。若い先生方には、麻酔は全身管理
であること、また、患者様を何よりも最優先すること（patient first）、そして麻酔科学の面白さを教育した
いと考えています。その上で、麻酔薬の作用メカニズムや多臓器不全の細胞レベルでの病態さらに難治性疼
痛の発生機序などの解明や新しい治療法の開発を含めた研究を行いたいと考えています。

座長の藤澤正人新病院長 質問する小川恭一先生

　懇　親　会

　臨時総会並びに新春学術講演会に引き続き、神緑会館多目的ホールにおいて90名もの多くの会員の皆様の
参加を得て懇親会を開催いたしました。

前田会長挨拶
　本日予定の最終コーナーの懇親会です。日頃は、神緑会の運営にご協力いただ
き大変有り難うございます。先ほどの総会では提出審議事項について総て承認
が得られました。有り難うございました。
　この数年、神緑会の活性化にそれまで以上に努めて参りました。財政面での沈
滞ムードを克服するため、ショック療法を試み、支出増以上に収入を増やしまし
たが、今年度、逆戻りとも言える状況が予測されています。引き続き、努力した
いと思っています。又、明治期に神戸病院があった事は広く知られていますがそ
の詳細はそれほど知られていません。住野先生のまとめられた40周年記念事業
時の資料 ｢明治期の神戸病院｣ を全員に配付させていただきました。この機会に
下山手８丁目、その後雅城園ホテルのあった土地に「神戸大学医学部発祥の地の
記念碑」を建てることや資料の収集などに努める予定です。関係者が高齢と
なっており、何人かは死亡されており、急ぐ必要があります。この多目的ホール
前の廊下の陳列棚に貴重な資料を展示し、又、この会館入り口近くの記念碑は明
治15～21年の神戸医学校の神田
知二郎校長のものです。本日、
表彰対象となっておられる先生
方（教授 ･病院長就任、叙勲や
行政職就任）には、本来、総会
の場でのご挨拶をお願いするべ

きですが大変に人数が多く、時間の関係でこの場でのご挨
拶となりました。早めの時間に集中してお聞きできるよう
な運営としたいので皆様よろしくお願いします。
　懇親会では、新任教授・病院長・並びに栄誉者の方々か
らご挨拶をいただきました。 乾杯

司会の宮本常務理事

乾杯の挨拶をする
坂井昌武先生



廣瀬隆則先生 堀　裕一先生

閉会の挨拶をする
中野副会長

尾崎　馨先生

長嶋達也先生

中村　誠先生

大林良和先生

大西祥男先生

大井静雄先生 田村孝雄先生

足立秀治先生

浅野達蔵先生
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安田尚史先生

高橋桂一先生

新任教授等

病院長等

医師会長・栄誉者



【教授等就任】
神戸大学大学院医学研究科長・医学部長 片岡　　徹 （特）
神戸大学大学院医学研究科　生理学・細胞生物学講座神経分化・再生分野　教授 榎本　秀樹 （特）
神戸大学大学院医学研究科　地域社会医学・健康科学講座地域連携病理学分野　特命教授 廣瀬　隆則 （特）
神戸大学大学院医学研究科　内科系講座先端緩和医療学分野　特命教授 木澤　義之 （特）
神戸大学大学院医学研究科　外科学講座肝胆膵外科学分野高度医療開発実用化部門　特命教授 藪内　　光 （特）
神戸大学大学院医学研究科　外科系講座麻酔科学分野　教授 溝渕　知司 （特）
神戸大学医学部附属病院　救命救急科　特命教授 西山　　隆 （特）
神戸大学医学部附属病院　呼吸器内科　特命教授 西村　善博 （58）
神戸大学大学院保健学研究科　病態解析学領域　分析医科学分野　教授 堀　　裕一 （61）
神戸大学大学院医学研究科　外科系講座眼科学分野　教授 中村　　誠 （01）
神戸大学大学院保健学研究科　病態解析学領域　臨床免疫学分野　教授 柱本　　照 （01）
神戸大学大学院保健学研究科　地域保健学領域　健康科学分野　教授 安田　尚史 （03）
神戸大学大学院医学研究科　地域社会医学・健康科学講座　総合臨床教育・育成学分野　特命教授 森田　宏紀 （04）
神戸大学大学院医学研究科　内科系講座　iPS 細胞応用医学分野　特命教授 青井　貴之 （10）
聖トマス大学　学長 大井　静雄 （48）
島根大学医学部救急医学講座　教授 仁科　雅良 （56）
岩手医科大学　整形外科学講座　教授 土井田　稔 （59）
大阪大学大学院医学系研究科　低侵襲循環器医療学講座　教授 倉谷　　徹 （61）
富山大学大学院理工学研究部　生命・情報・システム学域ヒューマン・生命情報システム学系　教授 中村　真人 （61）
近畿大学医学部　内科学講座腫瘍内科部門　臨床教授 田村　孝雄 （63）

【病院長・医師会長等就任】
神戸赤十字病院　病院長 小澤　修一 （46）
北播磨総合医療センター　病院長 横野　浩一 （47）
神戸労災病院　病院長 大西　一男 （48）
兵庫県病院事業管理者 西村隆一郎 （48）
八鹿病院事業管理者 細川　裕平 （50）
兵庫県立柏原病院　病院長 秋田　穂束 （51）
兵庫県立がんセンター　病院長 足立　秀治 （52）
兵庫県立こども病院　病院長 長嶋　達也 （52）
兵庫県立姫路循環器病センター　病院長 向原　伸彦 （54）
兵庫県災害医療センター　センター長 中山　伸一 （55）
淀川キリスト教病院　病院長 渡辺　直也 （55）
甲南加古川病院　病院長 田中　泰史 （57）
加古川西市民病院・加古川東市民病院　統括院長 大西　祥男 （58）
国立病院機構　神戸医療センター　病院長 島田　悦司 （58）
豊中市医師会長 上辻　浩夫 （42）
大阪市鶴見区医師会長 米田　嘉次 （52）
神戸市灘区医師会長 大林　良和 （55）
大阪市福島区医師会長 松下　正幸 （56）

【栄誉者】
文化功労者 中井　久夫 （名）
瑞宝中綬章 高橋　桂一 （35）
瑞宝小綬章 花田　雅憲 （33）
神奈川県　大磯町長 中﨑　久雄 （43）
日本医師会最高優功賞 尾崎　　馨 （37）
兵庫県健康功労賞 豊田　　俊 （50）
兵庫県健康功労賞 淺野　達藏 （54）

教授就任並びに栄誉者等一覧



医療機器・医用電子機器・衛生材料
アンギオ用カテーテル・内視鏡製品
整 形 外 科 用 器 械 ・ 病 院 設 備 全 般

健康と福祉に貢献する

□本社／姫路市古二階町３番地〒６７０‐０９３６ ０７９（２２４）５１５１   FAX０７９（２２４）２０２４
□ 特 販 営 業 部 ／
□ 物 流 部 （ 神 戸 ） ／
□ 物 流 部 （ Ｓ Ｐ Ｄ ）  ／
□ 物 流 部 （ セ ン タ ー ） ／

〒６７１‐０２５２  ０７９ （２５１） ０２０３
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□ 大 阪 南 営 業 所 ／
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□ 姫 路 営 業 所 ／
□ 神 戸 営 業 所 ／
□ 阪 神 営 業 所 ／
□ 大 阪 営 業 所 ／
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〒６６３‐８１３２  ０７９８ （４６） １２１６
〒５７７‐００６３  ０６ （６７８２） ７１７１
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平成17年６月５日 （45） 矢野　　徹
平成18年１月13日 （32） 越後　　一
平成23年12月26日 正イ）（37） 原田　茂樹
平成24年７月24日 名誉 岡本　道雄

９月22日 （39） 藤田　高良
10月18日 （専24） 武岡　　正
11月25日 （39） 森　　暉雄
12月７日 （36） 山本　好宏
12月９日 （31） 赤井　正則
12月29日 （34） 岩崎　正明

平成25年１月11日 （30） 安達隆一郎
１月14日 （30） 玉岡　　卓
１月30日 （28） 澤田　　務
１月30日 正イ）（25） 田中　照男
３月４日 （専26） 高野　秀勝
３月６日 （40） 香山　英樹
３月８日 （27） 畑　　一郎
３月12日 （36） 本間　道朗
３月20日 （40） 山澤　堉宏
４月10日 （38） 林　　秀光
４月12日 （35） 二宮　英則
４月24日 （40） 羽田　聖之
４月28日 （28） 吉村　清一

５月７日 （専26） 西原　孝典
５月９日 （27） 越川　裕正
５月24日 （H.16） 田邊　　渉
５月26日 （27） 高垣　　晃
５月　　 （28） 梅﨑　　尚
６月８日 （26） 岡本　政人
６月14日 （33） 松浦　役兒
６月15日 （27） 戸山　祥三
６月15日 （27） 中院　邦彦
７月７日 （39） 梶原　康正
７月20日 （35） 高橋　晋介
７月25日 （26） 祐源　浩二
７月27日 （35） 藤井　忠男
８月27日 （33） 八尾　修三
９月７日 （39） 平海　光夫
９月13日 （37） 吉田　宗儀
９月26日 （50） 田中　賢治
★10月３日 （53） 堺　　史男
10月５日 （28） 平松　　晋
10月28日 正イ）（24） 川北　博明
★11月18日 （51） 高木　晴幸

★神緑会への通知の日

平成25年物故会員

謹んでご冥福を祈り申し上げます。

（　）内卒業年、正イ）は他大学卒



メモリアル

　先ず、過日の突然の事故によ
り急逝された田邊渉君のご冥福
を謹んで心からお祈りいたしま
す。同級生への弔文をこの歳で
書くことになるとは夢にも思わ
ず、辛いことこの上ありません
が、しかし大学院生活で一番身

近にいた級友として彼の在りし日の思い出を紙面
の許す限り書かせていただきます。
　私が田邊渉君（以下、「なべちゃん」とさせてく
ださい。）の交通事故死の訃報を伝え聞いたのは、
2013年５月24日午前７時過ぎでした。大学院生と
して臨床を離れて１年、まず鳴らなくなったような
時間帯に僕の携帯が鳴りました。着信は研究室の
教授からでした。こんな時間に、しかも教授から、
普通でないことだけは容易に想像できました。
　呆然として電話を切り、それからどんな順番で何
と伝えたかはっきり覚えていません。ただ急いで
自転車で研究所へ向かいました。自転車をこぐ感
覚も、いつもと同じはずの道も、明らかにいつもと
違いました。
　10時過ぎ、教授室で事実であることが改めて全員
に伝えられました。教授は泣き伏し、長い長い沈黙
が続きました。そのあとみんなでなべちゃんのデ
スクに向かい、黙祷しました。ちょっと散らかった
机、昨日までなべちゃんが座っていた椅子、いつも
と変わらないそれらをみて一気にこみ上げました。
涙が止まりませんでした。昨日もっと長めに話し
ていたら時間の流れが変わったのかな、それかしゃ
べらなきゃよかったのかな、世話になりっぱなしで
何も恩返ししていないのに。。。一度に色々な思い
が駆け巡りました。

　平成16年卒の私たちの学年は現在の臨床研修制
度元年にあたり、当時は医師１年目から大学病院を
離れて市中病院で研修する同級生が特に多く、なべ
ちゃんとは初期研修の２年を兵庫県立尼崎病院で
過ごしました。大学時代はクラブも違って連れ合
うことが少なかった分、医師になってからのつきあ
いが新鮮で充実した２年間でした。そして彼が消

化器内科医、私は消化器外科医の道を選びました。
何でも卒なくこなし、器用な彼でしたがその陰で人
一倍勉強していたように思います。
　その後それぞれのスペシャリティを極めるべく、
忙しく有意義な臨床生活を別の病院で送り、彼が平
成23年度の京都大学医学研究科・消化器内科教室
へ、私が翌年の24年度に同肝胆膵・移植外科へ進学
しました。ふたりとも教室から出向という形で、京
都大学 iPS 細胞研究所、臨床応用部門・川口研究室
へ所属させていただき、大学院生として再会するこ
ととなりました。
　臨床の時と同じく努力家の彼の研究はマウスの
ES 細胞から胃や食道を分化させるという、独創的
で世界でも類を見ないものでした。同級生が１年
上にいてくれることは心強く、今でもなべちゃんに
聞いてほしい、と思うことがよくあります。臨床と
同じく研究も器用にこなすイメージでしたが、研究
所での英語のプレゼンテーション前には一人倉庫
にこもって練習をしているのをよく見かけました。
興味深いデータが出ても教授にはしばらく隠し、嬉
しそうに陰で教えてくれた表情がなべちゃんらし
くて好きでした。同僚からの信頼も厚く、春から
ちょうど研究室室長として研究室全体のマネージ
メントも始めた矢先でもありました。
　研究にはなかなか休みもないのですが、お互い父
親として休日は早朝から研究室に出向き、「早いな
～、今日は俺が一番やと思ったのに。どこ行く
の？」と笑いながら話したものです。とても子煩
悩な彼の実験ノートを、彼が亡くなったあと見て
知ったのですが、息子さんの誕生日の日付に 
“Happy Birthday!” と記してありました。そんな、
仕事にも家族にも一生懸命な彼の研究が突然予告
なく止まってしまったことは大きな、大きな損失
で、もちろんそれ以上に大きな大黒柱を亡くしたご
家族のことを思うと無念でなりません。

　その日は実験をする気に全くなれませんでした。
居ても立ってもいられず、研究所から川端通りを挟
んですぐの鴨川の河原に出ました。ベンチに座っ
て、ひたすら同級生にメールをしました。みんなか

田邊 渉 君を偲んで
京都大学 iPS細胞研究所　臨床応用部門　川口研究室　佐々木　　　勉



らメールや電話がすぐに返ってきました。何かで
きることがあればと連絡をくれたり、お通夜、告別
式にかけつけてくれた同級生のみんなありがとう。
忘れられません。ベンチに座ったまま研究所に戻
れずにいました。
　昼前になって、２人の先輩から着信がありまし
た。
　「事故現場に行ってみようか」
　先輩と３人、北に自転車を走らせました。雲一つ
ない青空が広がっていました。伝え聞いた現場の
近くの消防署で事故が事実であったこと、その場所
を確認し、近くのスーパーでそれぞれにお花を買っ
て、お供えしました。なべちゃんがどんな思いでこ
こを渡ったのか、どれだけ痛かったか。速度超過で
突っ込み、一瞬にして彼の前途を奪った加害者にや
り場のない憤りを覚えました。
　なべちゃんが家族と下見までして主催してくれ
た、川口研究室の2012年紅葉狩りの写真は今でもよ
く見ます。川口教授と一緒に写っている、教授もお
気に入りの写真を掲載します。

　知り合って15年、短すぎたけど、もっと話したい
ことがあったけど、楽しかったね。ありがとう。
ゆっくり休んで、また天国でも忙しく走り出してく
ださい。そしてご家族を変わらず見守ってあげて
ください。ご家族の悲しみの向こうにひとつでも
多くの幸せが訪れますようお祈りします。みんな
悲しみに暮れ、とてつもない虚無感に襲われ、それ
でも前を向いてまた歩み始めています。本当に本
当に、なべちゃん、ありがとう。　

川口教授と共に

メモリアル

　昨年５月24日の朝、iPS 細胞研究所の川口義弥教
授からの電話で、先生の突然のご逝去を知りまし
た。あまりの衝撃に声を失いました。川口先生も
電話口で号泣されていました。
　その僅か２か月ほど前に開催された研究所の発
表会において、先生の素晴らしい成果をお聞きし、
研究の展開に大きな期待を抱いたばかりでした。
iPS 細胞から膵島細胞への分化誘導という極めて重
要で国際的に競争の激しい分野において、先生はま
ず腸管組織を作るという他に類を見ない画期的な
成果を出されていました。懸命に努力されていた
お姿が目に浮かび、将来が嘱望された優秀で得難い
研究仲間を失った衝撃の大きさに堪え難い思いが
続いています。

　先生は、iPS 細胞研究所に在籍する、私にとって
数少ない神戸大学の後輩の一人であり、先生が活躍
されている姿を見ることは格段の喜びでありまし
た。研究者として、まさにこれから大きく飛躍しよ
うとされている時に、突然の事故で永眠された先生
の無念を思うと痛恨の念に堪えません。
　残されたお子様、奥様、ご両親をはじめとするご
遺族のご悲嘆と今後のご苦労を推察するだに、胸の
詰まる思いがいたします。及ばずながら、我々一
同、できるだけお力になりたいと念じております。
　先生が志半ばで果たしえなかったお仕事、iPS 細
胞研究とその医療への応用を目指された先生の思
いは、我々が確実に引き継ぎます。
　田邉先生　どうか安らかにお眠りください。

田邉　涉　先生
京都大学 iPS細胞研究所長　山　中　伸　弥



メモリアル

　私達の愛すべき仲間、田邊　渉君は、まさに最先
端の研究成果を出そうとしていたその矢先に、突然
私達のもとから去って行ってしまいました。昨年
の５月24日のことです。夜おそくに研究室から帰
宅して、そのあと奥さんのために、近くのコンビニ
に「甘いもの」を買いに行った時に交通事故にあっ
たのです。あまりにも急な出来事だったので、皆未
だに信じられない状況で、今でも、あの人懐っこい
顔をしながら、iPS 研究所から「ひょこ」っと医局
に顔を出しそうな気がしてなりません。
　田邊君は、徳島の吉野川の流域の「田舎」で、の
んびりと育ったと聞いています。以前野球で有名
だった「池田高校」の近く、と彼が言っていたのを
覚えています。小学校だったか中学校だったか、何
せ一学年の生徒が十数人という学校で、勉強はいつ
も「ダントツ」だったそうです。彼は高校まで徳島
で過ごした後、わが神戸大学に入学、平成16年に卒
業しました。その後彼は、県立尼崎病院、倉敷中央
病院、そして大津赤十字病院、と多くの病院で内科
研修をしたあと、卒後７年を経過した平成23年４月
に、私達の京都大学消化器内科の大学院に入学して
きました。大学院入試を受ける前に私のところへ
来て、「病気を基礎から理解できるような勉強、仕
事をしたい」、と元気に言っていたことを、良く覚
えています。会って即座に、田舎の素朴さと、頑
張って勉強したいという情熱、を同時に感じ取るこ
とができました。
　私達の教室では毎年、特に優秀で、かつ頑張りそ
うな大学院生を１、２名ほど、最先端の研究をおこ
なっている基礎の教室に送るようにしているので
すが、私はすぐに田邊君に目をつけて、iPS 研究所
の山中教授、川口教授（外科の出身で、消化器臓器
や癌の幹細胞研究の第一人者）のもとに行かない
か、と話しました。そうすると、「是非行かせて下
さい」と、その場ですぐに返事が返って来たのを、
これもよく覚えています。田邊君は、大学院１年目
は、内視鏡や病棟業務をしていましたが、７年間で
３つも異なる病院を経験しただけあって、「８年目
にしては、とても臨床経験が抱負だな」という印象
を強く受けました。また臨床医としての心構えも、

相当なものでした。研修医や学生さんに対しての
指導も熱心で、チャートの時に学生さんの横で一生
懸命説明してくれていたのが目に浮かびます。し
かしながら２年生になって臨床の duty から開放さ
れると、あっという間に iPS 研究所に入り浸りに
なってしまって、医局には、時々しか顔を見せなく
なりました。しかしたまに医局に帰って来た時に、
「どうや！？」と声をかけると、今やっている仕事
について、いつも本当に楽しそうに、非常に詳しく
話してくれました。彼の話は、山中研での最先端の
研究の話でしたので、私は彼の話を聞くのが大変楽
しみで、病院の廊下やエレベータの前で、よく話し
込んだものでした。
　彼の仕事は、iPS 細胞や ES 細胞から消化器の臓
器をつくる、というものでしたが、色々と手がける
うちに、特に胃をつくることにのめり込んで行きま
した。胃には胃酸を分泌する壁細胞、ペプシノーゲ
ンを分泌する主細胞、ヒスタミンを出すECL細胞、
さらに粘液を分泌する粘液細胞などがあるのです
が、様々なことを学んで、様々な工夫をしながら、
そうした細胞をつくる仕事を本当に楽しそうに
やっていました。彼の仕事は、山中研でも初めての
プロジェクトであり、彼が最初からやり始めたもの
ですが、すでにかなり完成してきていた時だけに、
大変残念です。今後、彼のシステムをさらに進展さ
せて、「胃炎が生じることによって、腸上皮化生や
腺腫、胃癌が発症する機序」についても解明してい
けると確信しはじめた矢先でした。
　京都では、彼がいなくなったことを皆が悲しんで
います。それは彼の愛すべき人となりとともに、彼
がすばらしい仕事をしていたからだと思います。
超多忙の山中先生ご自身が、お通夜にも、お葬式に
も参列して下さったのも、彼への敬意と、残念さの
所以だと思います。田邊君のすばらしい研究の成
果は、「彼の遺稿として、必ず完成させて世の中に
出す」、と山中先生はじめ iPS 研究所の同僚たちが
約束してくれています。
　田邊君、有能で、人間味あふれ、前途洋々だった
君が突然いなくなるなんて、本当に未だに信じられ
ず、残念ですが、どうぞ安らかに眠って下さい。

田邊君　安らかにお眠り下さい
京都大学消化器内科　千　葉　　　勉（昭和49年卒）



　本医学研究科・医学部（以下、本研究科）にとっ
て、本年は、昭和19年に県立医学専門学校として創
立されてから70周年、昭和39年に神戸大学への国立
移管が開始されてから50周年、平成16年に国立大学
が法人化されてから10周年を迎える記念すべき年
に当たります。また、明治２年に神戸病院が開院さ
れ、本研究科の前身である医学伝習所が設けられて
から145周年となります。本研究科としては、今年
から５年後にその150周年及び創立75周年を兼ねて
記念事業を催すことを想定しております。
　現在の本研究科執行部の構成と役割分担を図１
に示します。医学研究科長・医学部長就任後８ヶ月
余りが経過しましたが、国立大学、特に医学研究
科・医学部が現在未曾有の難局を迎えているという
認識は高まるばかりです。国立大学、特に医学研究
科・医学部は、これまで学部・大学院教育を通じた
人材育成、研究推進、社会貢献や国際貢献を通じて
我が国の発展に多大の実績を残してきましたが、近
年のグローバル化、少子高齢化、新興国の台頭など
による競争激化等の我が国の社会経済状況の変化
の中で、グローバル人材の育成やイノベーション機
能の強化に向けて、大規模な改革を実行する必要性
に迫られています。また、国家財政の逼迫を受け、
限られた資源を選ばれた一部の大学に重点配分す
るという「選択と集中」の強い圧力にさらされてい

ます。以下に、国立大学及び医学研究科・医学部の
現況と課題を、一般的な事柄と神戸大学及び本研究
科固有の事柄に分けて説明します。法人化後、本研
究科の状況は、基本的に神戸大学全体の状況の直撃
を受けますが、本研究科独自に頑張っている部分も
あることから、記述内容が多少錯綜いたしますがご
容赦願います。

 1. 国立大学の現況と課題（一般論） 

　平成の時代に入るまで、国立大学の予算は文部科
学省（文部省）による一定の積算基準の下に決定さ
れ、大学の規模等による多寡はあるにせよ、貧しい
ながらも基本的に横並びで必要額が保証された状
況にありました。しかし、平成に入り、国立大学改
革の波が押し寄せました（図２）。平成３年度より、
部局の教育研究組織を学部から大学院に移す「大学
院重点化」による格差付けが始まり、平成12年度ま
では部局予算の増額（25%増）を伴っていました。
しかし、その後、特に法人化後は、大学院部局化は
大学の判断に委ねられることになったことから、大
学・学部のステータスとしての意味はなくなりまし
た。
　これに代わる格差付けは、平成13年度の小泉内閣

医学研究科・医学部の現況と課題
医学研究科長・医学部長　　片　岡　　　徹

図１　医学研究科・医学部医学科新執行部（H25.5.16～ H27.3.31）
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図２　平成以降の国立大学改革の大筋
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の聖域なき構造改革に始まりました。同じ年に文
科省は、「遠山プラン」を発表し、国立大学に大胆
な再編・統合と競争原理の導入を行い、各学問分野
でトップ30大学（公私立大学含む）を選抜し重点的
に支援する方針を打ち出しました。これに沿って、
平成14年度から、ほぼ２年間で10学問分野にてそれ
ぞれトップ約30大学を教育研究拠点として選抜し、
計274拠点に５年間補助金を交付する「21世紀 COE
プログラム」が実施されました。COEは、Center 
of Excellence の略です。さらに、同プログラムの
終了後、その後継として、平成19年度より、同じく
ほぼ２年間で10学問分野にてそれぞれ13～14件、計
140教育研究拠点を選抜し、５年間補助金を交付す
る「グローバル COEプログラム」が実施されまし
た。件数の半減に伴い、一拠点当たりの補助金額は
約２倍になりました。研究の要素が強かった21世
紀 COE プログラムに比べ、グローバル COE プロ
グラムではグローバルに活躍できる質の高い研究
者の養成のための大学院博士課程教育の要素が強
くなりました。平成23、24年度にグローバル COE
プログラムが終了し、平成24、25年度は「卓越した
大学院拠点形成支援補助金」に引き継がれました。
この補助金では、応募して審査を受けるのではな
く、全国の大学院の各専攻の大型研究費獲得実績や
論文発表実績などの客観的データに基づき文科省
が選抜するという新しい方式が導入されました。
今後、このような方式が一般的になると思われま
す。一方、平成23年度から、COEプログラムとは
目的が異なり、産学官（特に企業）で活躍できるグ
ローバルリーダーの養成を目指す「博士課程教育
リーディングプログラム」が始まり、平成23～25年
度の３年間で計61拠点が選抜されました。このプ
ログラムは、オールラウンド型、複合領域型、オン
リーワン型に分けて募集され、補助金額は平均して
グローバル COEプログラムの約２倍となり、７年
間継続されます。また、平成21年度に「グローバル
30（国際化拠点整備事業）」が始まり、国際化拠点
大学として13大学が採択され｛当初、翌年度にあと
17大学（計30大学）採択の予定が、民主党政権の事
業仕分けにより募集中止となりました｝、優秀な外
国人留学生の獲得と教育のために５年間多額の補
助金が交付されています。
　もう一つの民営化及び競争原理の導入の流れで、
平成16年度に国立大学すべてが法人化され、国立大

学法人となりました（図２）。各大学は、６年間を
一単位とする中期目標・中期計画を立てて文科大臣
の承認を受け、中期目標・中期計画に基づいて運営
され、その達成状況について評価（法人評価）を受
けます。実質的には、教員（法人化後は、教官では
なくなりました）の人件費やその他の物件費など
の基盤的経費を国が運営費交付金として交付する
点は変わりません。しかし、法人化以前は、国立大
学各部局に配分する予算額は教官数や他の要素に
基づき一定基準にて金額を積算して決まっていた
のですが、法人化後は平成14年度予算実績に基づい
て各大学に一括で運営費交付金を交付し、大学が各
部局に配分することとなりました。この時点で、大
学とその各部局は運営費交付金については完全に
運命共同体となったわけです。第一期中期目標・中
期計画が平成21年度に終わり、法人評価の結果によ
り運営費交付金が傾斜配分されましたが、その対象
額は全体（１兆円を越えます）の１%程度にとど
まり、大学間の差はつきませんでした。しかし、運
営費交付金全体では、国立大学の自活を促すという
目的で、平成17年度より、その大部分を占める人件
費分が年間１%ずつ削減されることになり、平成
22年度からの第二期中期目標・中期計画の始まり以
降は、効率化係数ということで運営費交付金が年1.3
～1.4% ずつ削減されています。削減額の一部は、
COEプログラム等の教育や研究の大型補助金等と
して、重点配分に回っています。これまでも、運営
費交付金の枠の中に、プロジェクト分や基盤的設備
等整備分という特別経費が600～800億円あり、各大
学の教育研究プロジェクトや基盤的設備に重点配
分されてきたのですが、それ以外は、運営費交付金
の額は規模に伴う要素以外はほぼ各大学横並びで
した。しかし、次に述べるよう、この原則が平成25
年度以降抜本的に崩されようとしています。
　平成24年６月に、文科省は「大学改革実行プラン」
を発表しました（図３）。これは、国として各国立
大学の改革の方向性を、全大学、全学部の「ミッ
ションの再定義」により提示し、改革促進のための
様々なシステム改革を行う重点的支援策を導入す
るものです。ミッション再定義については、すで
に、人材育成目的が明確な教員養成、医学及び工学
の全学部（研究科）のミッションの再定義と公表が
昨年中に終了し、現在他の全学部のミッションの再
定義が進行中です。これは、基本的に、各大学・学



部の機能分化（世界最高レベルの拠点、全国的な拠
点、地域活性化の拠点への機能分化、大学の重点領
域の明確化など）を目指すものです。また、平成25
年度に、研究業績等の数値データと構想ヒアリング
に基づいてリサーチ・ユニバーシティを選抜して10
年間重点的に支援する「研究大学強化促進事業」が
始まり、22大学（公私立大学含む）が採択されまし
た。ただ、三段階の格付けがなされました（図３）。
また、平成24年度に、国立大学間の大規模な連携や
組織改革を重点的に支援する「国立大学改革強化促
進事業」が始まって14国立大学が採択され、年当た
り計約140億円が配分されています。また、国際化
拠点大学の選抜では、グローバル30を継ぐ「スー
パーグローバル大学事業」が平成26年度から開始
予定で、世界をリードするトップ型10大学とグロー
バル化牽引型20大学の計30大学（公私立大学含む）
が選抜され、10年間大型補助金の交付を受ける予定
です。これらの事業は、すべて補助金です。
　平成25年11月26日に、文科省は、さらに衝撃的な
「国立大学改革プラン」を発表しました。これは、
大学改革実行プランを発展させ、各国立大学が、そ
の強み・特色の重点化、グローバル化、イノベー
ション創出、人材養成機能の強化という機能強化を
自ら実現するための方策（教育研究組織やプログラ
ム、人事・給与システム、ガバナンス等の改革）を
実施することを奨励（実質上強制）するものです。
注目すべきは、第二期中期目標・中期計画の後半３
年間（平成25～27年度）を改革加速期間として、こ
の期間中に各大学の改革の取組への配分及びその
影響を受ける運営費交付金の額を３～４割にする
としていることです。これを額面通り取ると、この
配分を受けられない大学は、平成27年度末までに運
営費交付金の額が６～７割となり、第三期中期目

標・中期計画期間ではそれが恒常化されるというこ
とです。運営費交付金の大部分は、定員内教員の人
件費ですから、大幅な教員数削減が必至です（削減
に実現性があるのか疑問ですが）。すでに、平成26
年度予算では、大学の機能強化の改革を行った国立
大学18校に運営費交付金が重点配分されることが
決まっています（図３）。あと、チャンスは平成27
年度しか残されていません。

　2. 神戸大学及び本研究科の現況と課題 

　平成12年度までの大学院重点化の期間内に、神戸
大学では、経営、経済、法学の３学部が重点化され
ました。本医学部は、一年遅れて平成13年度に予算
増額を伴わない大学院部局化（大学院講座化）され
ましたが、医学部では旧七帝国大学と東京医科歯科
大学に次ぎ、旧六医科大学の一部と同時期であった
ことから、当時大変喜んだものです。しかし、前記
の如く、大学院重点化・部局化にステータスとして
の意味はなくなりました。ちなみに、神戸大学は平
成20年度に全学部を大学院部局化しました。
　国立大学の再編・統合では、神戸大学は平成15年
度に神戸商船大学を統合し海事科学部ができまし
た。21世紀 COEプログラムは、神戸大学では、経
営、経済、法学研究科がそれぞれ社会科学分野で獲
得するなど、それぞれ28、23件を獲得した東大、京
大には及びませんが、８件の九大に迫る７件を獲得
し、かなり善戦しました。本医学研究科も、西塚泰
美教授に淵源を発する細胞内シグナル伝達研究に
関する世界的業績をもとに、バイオシグナル研究セ
ンター（当時、センター教員は大部分医学研究科に
所属）を中核とし医学研究科を始めとした他研究
科教員が加わって生命科学分野で、及び医学研究科
を中核として医学系分野で、計２件を獲得しまし
た。グローバル COEプログラムでは、神戸大学で
は、経営、経済、法学研究科が軒並み落選する中、
医学研究科は、ただ一つ健闘して生命科学分野で
「統合的膜生物学拠点」、医学系分野で「次世代シ
グナル伝達医学拠点」の２件を獲得し、年約５～
６億円が研究科に入り、若手研究者の独立支援（テ
ニュアトラック制の実施）、大学院教育の充実や国
際交流活動の推進、研究機器の整備などを行うとと
もに、間接経費を用いて施設の改修など様々な戦略
的事業を実施することができました。さらに、２つ

図３　「大学改革実行プラン」の実施に係る代表的施策
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のグローバル COEプログラム終了後も、その教育
研究を引き継ぐ「膜生物学・医学教育研究センター」
を設置し、それを中心に引き続き平成25年度に「卓
越した大学院拠点形成支援補助金」を獲得し、大学
院学生の支援を継続しています。一方、「博士課程
教育リーディングプログラム」では、結局神戸大学
は１件も獲得できませんでした。本研究科も、工学
研究科の先端膜工学センターと組んで、オンリーワ
ン型に「統合的膜科学」の拠点を申請しましたが、
採択されませんでした。
　法人化前後に、従来医学研究科の教官は理系博士
課程担当の教官当たり積算校費額を支給されてい
たものが、一律理系修士課程担当のそれに減額され
たため、運営費交付金額は大きく減少しました。こ
のため、以前は300万円位あった各講座に配分する
講座費が著しく減少しました。法人化の際に、大学
本部の機能充実と教員の戦略的配置の名目で、各部
局の教員と事務系職員の定員の５%を本部に供出
し、学長裁量枠の教員ポストが設けられました。こ
のポストは、グローバル COE採択プログラムや大
型研究費獲得教員に配分され、事業推進に役立ちま
した。しかし、昨年度までに、このポストの大部分
は、運営費交付金の年１～1.4% の一律削減に伴う
教員定員減の埋め合わせに費消されてしまいまし
た。本年度になって、リサーチ・ユニバーシティー
としての生き残りを目指す神戸大学では、ついに福
田学長が腰を上げて「アクションプラン2013」を提
案され、各部局から3.4% の教員定員を供出させ、
戦略的配分及び運営費交付金削減による教員減に
充当することになりました。医学研究科から５名、
附属病院から３名の教員ポストの供出は、本研究科
の今後にとって非常に痛手になります。現在の本
研究科の財務状況は、運営費交付金だけでは、経常
経費の主要部分を占める光熱水道費を十分に支弁
できない有様です。幸い、国の方針で、科研費等の
競争的研究費に30%の間接経費（オーバーヘッド）
が付くようになり（平成21年度までは、グローバル
COEプログラムなど教育関係競争的資金にも付い
ていたのですが、事業仕分けで廃止されました）、
その半分が研究科に入るため、それから毎年数千万
円を補填することにより賄われています。近年、教
員の努力により、本研究科の文科省や厚労省関係の
競争的資金の獲得は比較的順調で、毎年1.8億円余
りの間接経費が入りますので対応は可能ですが、将

来的な保証はありません。
　本研究科の「ミッションの再定義」の結果は、図
４の通りになりました。研究者（特に基礎医学研究
者）の育成や生体膜と細胞内情報伝達機構の研究
に基づく革新的医薬品・医療機器の開発及びインド
ネシアにおける新興・再興感染症拠点を基盤にした
ASEAN諸国との連携による国際貢献が表に出たこ
とで少し安堵していますが、機能分化の世界最高レ
ベルの拠点と全国的な拠点の境目辺りに位置する
のではと推測しています。
　本年度の「研究大学強化促進事業」において、神
戸大学は幸いにも採択されました。ただ、三段階の
格付けのうち、下のランクの６大学（他に、北海道
大、慶応大、熊本大、岡山大等）に属しており、５
年目の中間評価による入れ替えに備え、研究機能を
強化する必要があります。この採択に当たっては、
本研究科のグローバル COEプログラムを含む競争
的資金獲得実績や研究業績・知財実績が大きく貢献
しました。神戸大学にとって重大な問題は、「国立
大学改革強化促進事業」や平成26年度の運営費交
付金の大学の機能強化の重点配分先に選ばれてい
ないことです。神戸大学は、文科省から「改革を
行っていない大学」と見なされているそうで、今後
３～４割となる運営費交付金の重点配分枠の獲得
に向けて、現在学長を始め大学執行部が抜本的な改
革構想を練っておられるところです。ただ、付け焼
刃的な対応では全く評価されません。平成26年度
募集となる「スーパーグローバル大学事業」への採
択は、「国際性に富む研究大学」を目指す神戸大学
にとっては、その命運をかけた重要な事項であり、
現在申請に向けて全学的に検討が進んでいますが、
グローバル30採択大学や国際化に力を入れる私立

図４　ミッションの再定義（神戸大学医学分野）

ASEAN



大学があり、あまり楽観はできません。

　3. 医学研究科・医学部固有の現況と課題 

　いわゆる2023年問題（2010年に米国の ECFMG
が2023年以降、米国医師国家試験受験資格をアメリ
カ医科大学協会又は世界医学教育連盟 （WFME） 
の基準により認証を受けた医学部卒業生に限定す
るとの方針を提示した問題）が契機となり、この問
題への対応に留まらず、日本の医学教育を国際標準
に適合させるための医学教育改革が急加速しまし
た。昨年に、公式な認証評価団体である日本医学教
育認証評議会 （JACME） が設立され、WFMEの基
準に基づく医学教育分野別認証評価基準日本版が
作成されました。評価基準に対応するには、診療参
加型臨床実習時間数の大幅増、行動科学等の必要科
目の導入やアウトカムベースの評価体制の確立な
ど教育プログラムの大幅な改革が必要で、現在、カ
リキュラム検討ワーキンググループを中心に新カ
リキュラムを策定中です。すでに、平成24年に東京
女子医科大学がWFME基準による国際外部評価を
受け、昨年末には新潟大学と東京医科歯科大学が
JACMEによる認証評価を受審したところで、他大
学の情勢を見極めながら、早めに受審したいと考え
ています。
　本研究科では、最先端の医学・生命科学研究を
行って研究大学として生き残るだけでなく、同等の
比重をもって、優秀な医師の養成を通じて兵庫県に
おける地域医療に貢献することを目指しています。
本年度末に、県養成医の学生（医学部在学中に兵庫
県からの奨学金を受給し、卒業後９年間県内での地
域医療への従事義務を負う学生）１名が初めて卒
業を迎えます。医師の絶対数不足及び地域・診療科
偏在の対策として、国は医学部医学科の入学定員増
を実施し、入学者数は平成19年度の7,625名から平
成25年度には9,041名となっています。本医学科で
は、入学定員が平成20年までの100名から平成26年

度には117名となります。定員増の大部分は地域枠
学生（＝ 県養成医）で平成25年度から10名になり
ました。県養成医は６年後には60名が医学科に在
籍し、義務年限の養成医数も激増することから、そ
の卒前卒後の教育指導体制の構築が喫緊の課題と
なっています。このため、兵庫県の支援で、有馬街
道を隔てた旧埋蔵文化財研究所跡地に地上３階、地
下１階の「医学部附属地域医療活性化センター」
が、この２月末に竣工予定であり、県の「地域医療
支援センター」もこの建物に入って、本研究科と兵
庫県の密接な連携の下、本医学科卒業生に限定しな
い県養成医の教育やコメディカルの育成及び病理
診断を含む各種医療技術の教育を実施する予定で
す。
　また、基礎医学研究者の養成に積極的に取り組ん
でおり、平成24年度には、文科省の「基礎・臨床を
両輪とした医学教育改革によるグローバルな医師
養成」プログラムに採択され、基礎医学研究医育成
コースを実施しています。今までの実績に基づい
て、平成26年度から基礎医学研究者の育成のための
「研究医枠」の入学定員増（２名）が認可されたこ
とが最近の大きなトピックです。
　以上が、少し広い視野から見た「医学研究科・医
学部の現状と展望」になります。とにかく、非常に
厳しい状況のなか、神戸大学及び本研究科の伝統や
実績に基づいて、独自の優れた教育・研究戦略を策
定し、単独では難しければ適切な相手と連携しなが
ら、組織として国からの競争的教育・研究資金を獲
得していくことが必要です。他に、研究費の面で
は、日本版NIH構想等の重要な課題がありますが、
誌面の都合で割愛いたします。
　これまで、神緑会の皆様からは、多大のご援助を
賜り、心から感謝いたしております。今後も引き続
き暖かいご支援とともに厳しいご指導・ご鞭撻を賜
りますよう、よろしくお願い申し上げます。皆様に
とって、本年が良き年になりますよう、心からお祈
りいたします。　



医学科長・生化学分野　　中　村　俊　一

　我国に於いてはこれまで医師免許を有する医学
研究者（MD研究者）が生命科学の発展に中心的な
役割を果たして来た。特にMD研究者は医学科で
の教育課程で生命科学を分子・細胞・個体・社会集
団の視点から系統的に学ぶ経験を経ており、医学教
育のみならず生命科学研究に果たすMD研究者の
重要性は今後とも変わることは無い。しかしなが
ら、昨今の初期臨床研修制度の義務化／後期臨床研
修・学会認定医・専門医のレール化等を始めとする
複数要因により全国的にMD大学院生やMD研究
者の激減を来たし、今後の医学教育や生命科学研究
の維持に大きな不安材料となっており、これらの状
況を打開するための迅速な対応が各大学で要求さ
れている。
　神戸大学医学部医学科ではこれまでに高学年に
於ける基礎配属実習を全国に先駆けて導入するな
ど、医学研究重視の教育を学部の時代から実施して
きた。その結果、本学の卒業生から細胞内情報伝達
や iPS 細胞の分野で世界をリードする研究者が育
ち、学内のみならず学外にも多くの教授を輩出して
きた。しかしながら昨今の深刻なMD研究者減少
の波は神戸大学をも直撃し、特に基礎系分野におけ
るMD教員やMD大学院生の数は激減している。
このままでは臨床系分野での研究停滞にも直結し、
高度先進医療を担う医師・生命科学領域で活躍する
優れた研究者育成を標榜してきた本医学科の目指
す将来像も瓦解の危機に瀕している。これらの危
機的状況を打開するためには抜本的な制度改革を
伴った研究教育システムの導入が必要であり、その
方向性に沿った対策が検討された。その結果、神戸
大学医学科では平成24年度に「基礎・臨床融合によ
る基礎医学研究医の養成」を策定・開始し、次に平
成25年度よりMD-PhD プログラムを導入し、基礎
医学研究を重視したプログラムを開始した。更に
平成26年度からは研究医枠として２名の医学科の
入学定員増が文部科学省に認可され、医学科全体と
して本腰を入れ医学研究教育の充実に取り組む覚

基礎臨床融合と研究医育成について

悟である。本稿ではこれら２つのプログラムにつ
いてその概略を説明し、基礎医学研究医育成に焦点
を合わせた医学部・医学研究科の取り組みをご理解
いただき、神緑会の先生方から御指導・後助言を賜
りたい。

「基礎・臨床融合による基礎医学研究医の養成」
　本事業は大学改革推進事業の一環として平成24
年に文部科学省で採択されたもので、最大の特徴は
医学部６年間の一貫教育「基礎医学研究医育成コー
ス」を選択科目として設け、これを履修することで
研究に興味を有する学生の研究活動を支援し、学部
学生の時は基礎と臨床を区別せず、リサーチマイン
ドを涵養することにある。卒業後「卒後臨床研修と
基礎医学研究を一体化した大学院ダブルコース」、
更に大学院卒業後に基礎分野での研究活動と臨床
活動を合わせ行う「学術研究員」や「基礎臨床融合
特命助教」として採用する。本事業を通して研究
志向を有する医学生が将来臨床医になる可能性を
温存しつつ研究活動が開始でき、MD研究者として
の母集団を増やすことで、将来的に基礎医学研究医
の持続的養成を期待する。

「MD-PhDプログラム」
　本プログラムは平成25年度より開始されたもの
で、リサーチマインドを有した学生が４年次を修了
した段階で一旦医学科を休学し、医科学専攻博士課
程へ入学する。３年以上の教育・研究指導を経て博
士の学位を取得した後、医学科の５年に復学し、卒
業後医師免許取得の道へ戻る。このプログラムは
前出の「基礎・臨床融合による基礎医学研究医の養
成」に比べ、基礎医学研究者に対する興味が強い学
生を対象にしている。

　平成26年度から認可された研究医枠の学生２名
に関しては入試段階では選抜を行わないが、上記の
「基礎医学研究医育成コース」での研究教育内容



を充実させることによりリサーチマインドを涵養
し、その後「MD-PhD プログラム」に進む学生や
基礎系の大学院生の数を確保することで、短期的に
研究医枠を確保することの意味付けが可能である。
しかしながら、長期的にはこれまでのように国際的
に活躍できる生命科学研究者を輩出できるか否か
でその新価が問われることになる。そのためには

研究志向の学生にインセンティブを付与する目的
で、奨学金制度の充実等は無論必要ではあるが、最
大のインセンティブはやはり指導者たる我々が学
生に対して率先して範を示し、国際的な活躍を行う
ことであろう。恩師西塚泰美先生に今更ながら頭
の下がる思いがする。

医療機関が抱える労使トラブルの傾向

居残りはサービス残業
　監督署からの是正勧告の多いサービス残業や長時間労働に対する賃金不払事案は、職場で働く
労働者からの申告によるものがほとんどです。これは、職員の勤務先に対する帰属意識の薄れや
権利意識の高まり、さらにインターネット等で簡単に情報を入手できるようになったことが要因
となっていると思われます。
　医療機関の現場では、不規則な勤務に加え、多忙な職場のため長時間労働となりがちです。患
者様への対応や引継ぎ等により、終業時刻が来てもすぐには仕事から離れることができないこと
も多く、医師の場合は、自身の研究等による自己研鑽と業務との時間の区別が明確でないことも
あり、労働時間についてグレーな取り扱いが多いと思われます。
　しかしながら、労基法の規制する「労働時間」は、厳密です。「労働時間」とは、休憩時間を除
いた時間であり、現に労働させる時間です。この「労働時間」には、現実に作業に従事している
時間のみならず、手待時間や使用者の指揮監督のもとにある状態（ミーティングや作業衣への着
用等）が含まれます。使用者の知らない間に行われていた居残り業務であってもこれを放任して
いれば、使用者からの黙示の指揮命令があったと解され、労働時間になります。
　近年は、精神疾患の発症の原因が業務にあるとして、労災申請を行う労働者が増加傾向にあり
ますが、月80時間以上の長時間労働があると労災認定される可能性が高くなります。
　これまで職員からの苦情が無いからと言って、グレーな労働時間管理を行っていると、突然、
監督署から是正勧告を受ける結果となります。労働時間を適正に把握し、変形労働時間を採用し
たり、勤務シフトを見直すことでサービス残業が解決することもあります。また、自主的だといっ
ても終業時刻以降は、必要がなければ職場から退出させるようにしたり、必要がある場合は、時
間外申請を事前に行わせ、また事後にも確認するという方法をとるのも黙示の指揮命令があった
と解されないために有効です。
　神緑会顧問の社会保険労務士百合岡事務所（TEL078－577－6722）が対応策に応じます。ご相
談のある場合は、ご遠慮なくどうぞ。

社会保険労務士百合岡事務所



神戸大学大学院医学研究科 神経発生学分野　　寺島　俊雄（特別会員）・薛　　富義（技術専門員）

　神戸大学医学部の母体となった神戸病院（後の公
立さらに県立神戸病院）は、明治２年に創設され
た。外国人医師を招聘し、西洋医学による施術を行
うことを目的とした神戸病院は、当然のことながら
洋風建築でなければならなかった。ところが当時
の神戸周辺の大工や棟梁たちは、図面の読み方から
採寸まで、洋館建築の工法が全く理解できず、わざ
わざ横浜まで学びに行き、見ようみまねで建築にと
りかかったらしい。当時の記録として、明治元年４
月10日に仮病院の上棟式を行ったものの、その夜、
たまたま暴風があり、せっかくの建物が一夜にして
壊れてしまったとのことであるから、当時の関係者
の苦労はいかばかりであったろうか（1）。困難にも
めげず、再び起工し、明治２年４月20日に神戸病院
は落成する。藤田英夫氏の研究によれば、神戸病院
の位置は現在の下山手通八丁目の雅叙園ホテルに
相当するという（2, 3）。そうであれば楠キャンパスか
ら東南の方向１キロ内外の所に神戸大学医学部の
発祥の地があるはずである。神戸大学医学部に職
を得ている者として、その発祥の地を知らないのは
恥という思いに駆られた私たち二人は、平成25年８
月15日の終戦記念日の昼休み、神戸病院周辺の古地

明治期の神戸病院の跡地を尋ねて

図（図１）（4）と下山手通八丁目界隈のグーグルマッ
プのコピーを片手に、楠キャンパスの基礎学舎を出
発した。地下鉄大倉山駅から宇治川商店街を南に
下がり、スーパー・ジョイエールの角を左に折れて
本願寺神戸別院（俗称 モダン寺）に向かうと、神
戸病院の位置を決める上で重要な役割を果たした
再（ふたたび）山道を示す道標を見つけることがで
きる（図２、図３）。再度山（ふたたびさん）は、
その昔は摩尼（まに）山といった。弘法大師（空海）
は、唐へ渡航する前に船旅の安全と学問成就を摩尼
山で祈願したが、無事、帰国を果した空海が報恩の
ために「再び」同山を訪れた故事にちなんで摩尼山

図１　 兵庫県御免許開港神戸之図（部分）。病院（神戸病院）
の南に御バン（番）所があり、その前の辻に道標があ
る。神戸病院の東南にある善福寺は本願寺神戸別院
（通称 モダン寺）の前身。 図３　道標の南面の写真。「左 再（ふたたび）山道」。

図２　 再（ふたたび）山道を示す道標（右端）。一方通行の
道は再（ふたたび）山道。道標前の常盤湯はない。



を「再度山」というようになった。神戸大学医学部
五十年史（以下50年史とする）（5）によれば、この道
標のすぐ前に「常盤湯」があるはずであるが、常盤
湯は震災後に廃業し既に無い。道標を過ぎてさら
にモダン寺の方向に向かい、洋食の朝日、焼肉の満
月を経て、西田歯科医院前に至る。この歯科医院の
横にある急勾配の坂を江馬坂という（後述）。江馬
坂は図１の古地図にはないが、グーグルマップには
江馬坂の名前は無いが道路はある。この江馬坂を
山側に上ると、その左手（西側）に神戸雅叙園ホテ
ルがあるはずだ。少なくともグーグルマップでは
そうなっている。しかし、幾らしらみつぶしに探し
てもホテルは発見できない。やむなく近所の方に
神戸雅叙園ホテルの所在を聞くと、震災で壊れて、
マンションになったとのことである。そのマン
ションは、「ジオコート元町山手」といい、グーグ
ルマップでもその名前を確認できる。このマン
ションの山側に雅叙園の冠の付いた駐車場（雅叙園
モータープール）があることより、確かにこの一帯
は神戸雅叙園ホテルと関係があるようだ。このマ
ンションとモータープールの間の路地を西に20
メートルほど進むと３階建の洋館があり、なんとそ
の表札に（株）雅叙園ホテルとある。グーグルマッ
プにもその表示が確認できるが、どう見ても一般の
住居で、ホテルのように見えない。判然としない
が、雅叙園ホテルは震災で消失し、その跡地にマン

ション、モータープール、そして（株）雅叙園ホテ
ルの表札を掲げる洋館があるようだ。こうして１
時間ほど下山手通八丁目界隈を歩き回った私たち
は、暑さに辟易としながら、やっとの思いで大学に
戻った。
　大学に戻って考えてみると、どうにも使用した古
地図があまりにも雑駁すぎることが気になった。
そこでもう少し詳細な神戸地籍之図（明治10年ごろ
の地図）をスキャナーで取り込んで、これをパソコ
ン上で赤いラインでなぞり、それをグーグルマップ
の上に重ねた（図４）。その際に下山手通八丁目の
再山道の道標と善福寺（のちのモダン寺）の二つに
注意して図の縮尺を変え、回転させた。そうする
と、ものの見事に、公立神戸病院の敷地の江馬坂よ
り西の部分に、上記のマンション、モータープー
ル、（株）雅叙園ホテルが入った。さらに江馬坂の
東側にある単位制の学校の神戸セミナーや別のマ
ンション G-BLOCK も公立神戸病院の敷地内に収
まった。神戸病院の敷地は、おおよそ隈病院の西側
に広がると想像してもらえれば良いだろう。
　私たちの神戸病院の跡地探しの旅はこれで終わ
るはずであった。しかし、神緑会の前田盛会長か
ら、著者の一人（寺島）に、神戸病院の跡地につい
て実地に教えて欲しいという電話が入った。この
電話を機会に、私たちの旅は思いもかけない方向に
進んでいった。11月１日に前田理事長を伴い、再
度、下山手通八丁目の道標、件のマンション、雅叙
園モータプールに赴き、最後に（株）雅叙園ホテル
と表札にある洋館の前に至った。アポなしである
ことに躊躇はしたが、思い切ってインターホンを押
したところ、当主の東 康泰（あずま やすひろ）さ
んが玄関先に出てこられて、親切に私たちを中に招
き入れてくださった。東さんの話では、雅叙園ホテ
ルは旧館と新館があり、いずれも震災で傾き、修復
するには多額の費用がかかることより再建をあき
らめたとのことである。そして、旧館はモーター
プールに、新館はマンションに建て替えたとのこと
であった。さらに東さんの先祖は陳という名の華
僑で合昌号（ごうしょうごう）という屋号の貿易商
であったこと、明治末に合昌号の事務所兼住居とし
て木造二階建ての建物を当地に建てたこと、事務所
は戦火に良く耐え、戦後、改装して神戸雅叙園ホテ
ル（旧館）になったこと、ホテルの南側に新館を建
てたとのことであった。そして、奥から１葉の古い

図４　 グーグルマップに神戸地籍之図（明治10年ごろ）（赤）
を重ねる。



白黒写真を私たちに示した。おそらく明治末期で
あろう、雅叙園ホテル（旧館）の玄関先に、水タバ
コを手にした合昌号の経営者（創始者の陳平齋氏
か？）が親族と日本人従業員を両側に従えて立っ
ている（図５）（6）。非常に威厳があり、印象深い写
真であった。私たちは、アポなしの訪問ということ
もあり、早々に帰路についた。
　「合昌号」の創始者の陳平齋氏は、中国山東省の
生まれで、飢饉のため故郷を離れ、上海にて成長
し、明治維新の前後に小さな船で神戸に来たらし
い（7）。そして苦労して貿易会社の「合昌号」を興し、
マッチの貿易で頭角を現した。明治期の神戸は、我
が国におけるマッチ製造の最大拠点で、その製品
は、中国、インドネシア、そして遠くインドに輸出
されていた。これらの地に強力なネットワークを
もつ華僑は、マッチの輸出で財力を培ったのであ
る。陳平齋、その子の陳源来率いる合昌号は、当時
の神戸華僑の中では、最も有名な貿易商である呉錦
堂（ごきんどう）が率いる怡生号（いせいごう）に
次いで第二位の貿易高を誇った。神戸華僑は、革命
家孫文を強力に援助したが、図６に示した写真は、
1913（大正２）年に神戸を訪れた孫文の歓迎会のも
ので、合昌号の陳源来の顔も確認できる。
　神戸病院は1900（明治33）年に下山手通八丁目か
ら楠町に移動するのであるが、移転するまでの神戸
病院については、住野公昭名誉教授（公衆衛生学）
の論文に詳しい（8, 9）。本稿では、神戸病院の移転後
の跡地について若干の補足をしたい。当時の神戸
病院の院長であった江馬賤男（えましずお）は、神
戸病院の移転先として楠町の地が早晩狭隘になる
として、平野に移転することを主張したが、この主

張は退けられた。江馬は憤然として院長職を辞し、
1898 （明治31）年に花隈町の自宅に江馬内科医院を
開業する（10）。開業医として斬新なアイデアの持ち
主であった江馬が開いた内科医院は、盛況を極め、
1903（明治36）年に神戸病院の跡地の下山手通八丁
目に江馬病院を新築することになる。ここでも医
業は繁盛し、江馬病院の前の坂は多くの人力車で埋
まり、坂の下には人力車を押すことにより小銭を得
ることを目的とした浮浪者がたむろしていた。こ
うしてこの江馬病院前の坂を江馬坂というように
なった（11）。この江馬病院は、1935（昭和10）年ご
ろまで下山手通八丁目に存続した。合昌号の第３
代目陳（東）叔康氏は、大正期の思い出として、合
昌号の前東に江馬病院があったと述べている（8）。
また「江馬坂の東側に江馬病院があり、その道路向
かいに雅叙園ホテル旧館があった」という記載を
神戸新聞に見つけることができる（11）。前述したよ
うに神戸病院の跡地は江馬坂の東西に広がるが、江
馬坂の東が江馬病院で、その西が合昌号（後の神戸
雅叙園ホテル旧館 ) で、両者は坂を隔てて相対して
いたことになる。
　この合昌号の事務所は、1952（昭和27）年に改装
されて雅叙園ホテルになる。雅叙園ホテルは、泊ま
れる異人館ホテルとして人気であったらしい。北
野坂界隈のコロニアル形式の異人館と違って、スク
エアな二階建て建築の雅叙園ホテルは、写真で見る
限り、とてもシックである（図７）。玄関先には６
段の石の階段があり、上り詰めたところに１対の高
い門柱がある。この門柱は、現在は、江馬坂を挟ん
で反対側のマンション G-BLOCK の前に移設され

図５　 合昌（ごうしょう）号の事務所の玄関前に並ぶ合昌号
の面々。（文献６より）

図６　 呉錦堂（ごきんどう）の別荘で開催された孫文の歓迎
会。前列左から５人目が孫文、６人目が呉錦堂。後列
左から７人目が合昌号の陳源来。（文献６より）



て、異彩を放っている（図８）。この門柱が、神戸
病院の入り口の門柱に似ていて気になる。もし、こ
の門柱が神戸病院の遺残であれば、神戸病院ゆかり
のもので唯一実用に供されているものかも知れな
い。一方、1980（昭和55）年に竣工した雅叙園ホテ
ルの新館は、旧館の海側に隣接していた。新館は地
上７階、地下１階のホテルで、旧館のエキゾチック
な雰囲気を壊さないように工夫された設計だった
らしい。田村正和主演の「過ぎし日のセレナーデ」
などテレビドラマなどにも使用されたようである。
雅叙園ホテル新館の写真はなかなか見つけること

ができなかったが、「近代建築」という雑誌に設計
図と外観および内装の写真を見つけた（図９）（12）。
明治41年（一説には明治39年）に創建され、戦災
にも耐えた旧館に比べて、新館の命は短かっ
た（13）。旧館、新館ともに1995（平成７）年の震災
で損壊し、今ではそれぞれ、モータープールとマン
ションになった。
　以上が下山手通八丁目における神戸病院の跡地
の物語である。神戸病院の跡地に雅叙園ホテルは
既に無く、マンションと雅叙園モータープールに
なっている。そしてこの小文が世に出るころには、
そのモータープールも現在建築中のマンションに
代わっていることだろう。私たち二人の神戸病院
の跡地を尋ねる小さな旅は、こうして終わりを迎え
ることになった。

（平成26年１月８日記）
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　平素より神緑会の皆様からは弊研究所への多大なご支援を賜りまして、心より感謝申し上げます。前回の
CiRA便りでは、「神緑会への感謝の集い」についてご案内させていただきました。急なご案内にも関わらず
多くの方々がご参加くださり、本当にありがとうございます。今回は、開催報告として、当日の様子をご報
告差し上げたいと思います。
（ご参加くださった方のうち希望者には、２月中旬に、当日の記念写真を送付いたしました。２月末になっ
ても届いていないという方は、お手数ですが末尾の連絡先にご一報ください）

「神緑会への感謝の集い」を
　神戸ポートピアホテルで開催

　2013年12月22日（日）、
神緑会の方々からの物心
両面でのご支援に感謝の
意を表して、iPS 細胞研
究所主催の「神緑会への
感謝の集い」を神戸ポー
トピアホテルで開催いた
しました。
　当日は、約130名の方々
にお越しいただき、大変
な盛会となりました。

　最初に、京都大学の小寺秀俊理事・副学長がご挨
拶をさせていただきました。iPS 細胞研究基金の目
的や CiRAの使命に言及するとともに、iPS 細胞研
究所から神戸大学大学院医学研究科の「iPS 細胞応
用医学分野」に着任した青井貴之教授を紹介し、神
戸大学と京都大学が協力して日本の医療をより良
いものにしていきたいという思いを
表明しました。
　次に、iPS 細胞研究所の山中伸弥
所長が「ご支援の御礼と研究の進捗」
と題してプレゼンテーションを行い
ました。これまでのご支援に厚く御
礼申し上げるとともに、パーキンソ
ン病や血液疾患、脊髄損傷といった、
iPS 細胞を使った治療法開発の研究
が臨床研究に近づいている疾患の研
究や、ALS などの難病を対象とした
創薬への貢献につながる研究につい

て説明し、iPS 細胞研究の現状と今後の課題につい
てお伝えしました。プレゼンテーションでは随所
に学生時代の思い出や、恩師の先生とのエピソード
が挟まれ、会場の笑いを誘っていました。iPS 細胞
研究の長期的な展望としては、医療用 iPS 細胞ス
トックの構築、再生医療の普及、創薬や個別化医療
などを挙げ、これらを20年～30年にわたって担う人
材を確保するために、長期的な財源が必要だと訴え
ました。

　休憩をはさみ、後半は交流会が行われました。神
緑会会員でもある神戸大学の根木昭理事・副学長か
ら乾杯のご挨拶をいただき、会の方々と小寺副学
長、山中所長、CiRA副所長の森澤眞輔などが懇親
を深めさせていただきました。山中所長は全テー
ブルへご挨拶に伺い、テーブルごとの記念撮影も行
いました。山中所長と同期の方々のテーブルでは、
ひときわの盛り上がりを見せていました。
　また、会場の後ろには iPS 細胞研究についてのパ
ネルが設置され、iPS 細胞研究所のサイエンスコ

各テーブルで記念撮影が行われました。後列一番右の根木副学長には、乾杯
のご挨拶をいただきました

国際広報室　　渡　邉　文　隆

プレゼンテーションを行う
山中所長

京都大学 iPS細胞研究所（CiRA）便り



ミュニケーターが最
新の研究トピックを
紹介しました。
　交流会の後は、神
緑会会長の前田盛先
生がご挨拶に立って
くださり、今後のご
支援について力強い
メッセージをいただ
きました。そして最後に再び山中所長が閉会のご
挨拶を差し上げました。改めてこれまでの神緑会
の方々からのご支援に御礼を申し上げ、閉会となり
ました。

アンケートの声とパンフレット配布協力
　アンケートには、「素晴らしい会だった」「今後も
支援します」といった声を多数いただいたほか、
「研究をやっていますがモチベーションが上がり
ます」という若手会員の方からの声もありました。
山中所長へのお気遣い、労いの声も多く、心より感
謝申し上げます。
　担当者としての所感を述べさせていただきます
と、当日は神緑会の皆様にお会いして、iPS 細胞と
いう技術が、このような温かい方々に支えていただ
いて生まれ、育っているということに心からの感謝
を感じた次第です。
　通常、iPS 細胞研究所の寄附者感謝の集いは、患
者さんのご参加が多く、期待の言葉をいただいて気
が引き締まる思いでありましたが、今回の集いはそ
れとは別の温かみがありました。それは、神緑会の
皆様が、医療という仕事はもちろん、その中におけ
る研究開発の大変さを深くご理解くださっている
からだと思います。本当に、かけがえのない支援者
の方々だという実感を強くしました。

　なお、今回の集いでは、iPS 細胞研究基金のパン
フレットを、ご自分が経営されている医院などに設
置していただける方、お知り合いに配っていただけ
る方を募集しました。後日集計したところ、なんと
来場者のうち100名を超える方々にご賛同いただ
き、合わせて約3300部ものパンフレットを配布でき
ることになりました。
　iPS 細胞研究基金はまだまだ一般の方々には知ら
れておらず、このような形で周知広報にご協力いた

だけるのは大変有難いことです。
　当日「神緑会への感謝の集い」にご参加いただけ
なかった方でも、もし基金パンフレットの配布にご
協力くださる方がおられましたら、以下の方法でご
連絡いただければ幸いです。
　今後ともご指導、ご支援いただけますよう、所員
を代表してお願い申し上げます。

【基金パンフレット配布へのご協力方法】
　iPS 細胞研究基金のパンフレット配布にご協力く
ださる方は、末尾のご連絡先にメールかお電話、
FAXなどでご連絡いただき、
　①神緑会会員である旨　②お名前　③必要なパ
ンフレットの部数　④送付先ご住所　をお教えく
ださい。
　在庫のない場合などを除き、２週間ほどでお届け
いたします。

【iPS細胞研究基金へのご寄附方法】
　iPS 細胞研究基金へのご寄附を検討されている方
は、以下の連絡先にお電話やメールでご連絡くださ
い。その際に、「神緑会の○○です」とご連絡いた
だければ幸いです。ご寄附を希望される方には、資
料をお送りいたします。また、京都大学基金ウェブ
サイトからは、クレジットカード等でもご寄附いた
だけます。（毎月、年２回、年１回の定期的なご寄
附も可能です）
　ご寄附をくださった方には、後日アンケートをお
送りしています。そのご返送の際には、「神緑会」
ご所属の旨をご記載ください。

【連絡先】
　iPS細胞研究所　iPS細胞研究基金事務局
　　〒606-8507　京都市左京区聖護院川原町53
　　TEL：075-366-7152　FAX：075-366-7023
　　メール：ips-kikin@cira.kyoto-u.ac.jp

京都大学基金ウェブサイト
　「京都大学基金」で検索してください。URLは以
下の通りです。
　　http://www.kikin.kyoto-u.ac.jp/

注； 山中プロジェクト支援であること、神緑会員か
らであることを明記下さい。

前田会長によるご挨拶



山中伸弥先生による
　「神緑会への感謝の集い」に出席して

　山中先生からの呼びかけによ
り、昨年12月22日（日）の夕、
神戸ポートピアホテルの大広間
で、京大 iPS 細胞研究所主催に
よる“研究支援感謝の集い”が
開催された（無料）。京大の小寺
秀俊副学長を始め多くの関係者
が出席し、神緑会からは前田盛
神緑会会長及び会員約120名との
交流会が行われた。

寄付による研究基金の使用目的
　山中先生は研究基金寄付の目
的として次の様に話された。
　iPS 細胞研究所は、この数年で
劇的な進展をしているが、その医療応用はまだ道半
ばで、研究の進展、拡大に伴って公的資金源ではカ
バーしにくい点が挙げられる。
１）優秀な人材確保の為の経費。
２）特許の専門家の確保。特許をめぐる裁判費用
は、公的研究費での使用は許されない。

３）産業連携の為の契約担当者、広報専門家、経験
豊な技術者の確保、秘書などに要する費用も公的
研究費には含まれていない等。

　この様に研究成果の実用化に伴う環境整備が我
が国では未熟である点を強調された。（表１）

“ガラスの天井”を突き破る快挙
　しかし神緑会員として、気になることを当日話さ
れたことを追記したい。それは奈良先端科学大学
院より京大に赴任された時、先生にお母様から「京
大に行くと、いじめられるのではないか、心配」と
云われたそうです。
　著者の友人や先輩の中でも、京大大学院を中退し
たり、卒業しても挫折感を持った人達を知ってい
る。山中先生は生まれつきの楽天的性格と、かざら
ぬ人柄で研究室の運営をスムーズに遂行されてい
る様に思える。又ラグビーやマラソンできたえら
れたスポーツマン・スピリットにより、様々な研究
上の困難をクリアーして、ついに「ガラスの天井」
を突破した点を高く評価し心から称賛の拍手を贈
りたい。なお個人として目に見える形での応援の
仕方として、次に述べる手段が考えられる。
　山中先生が、研究所所長として御自身の研究発展
のみならず、その有効性、安全性を確認して、多く
の難治性疾患の治験実用化に、一日でも早く実現さ
れる様、心からなる支援をしてあげたいと考えた。

京大 iPS細胞研究基金寄付の方法
　個人として寄付する方法として、前頁を参照され
たい。

梶　田　明　義（昭和34年卒）

表１　熾烈な国際的特許争い

国／地域 成立件数 国／地域 成立件数

日　　本 10 南アフリカ 2

米　　国 7 ロシア・カザフスタン 2

シンガポール 3 欧州（17カ国） 1

英　　国 2 オーストラリア 1

香　　港 2 イスラエル 1

ニュージーランド 2 カ ナ ダ 1

メキシコ 2 中　　国 1

京都大学 iPS 細胞特許成立国（産経新聞、2014.2）

前列左端が筆者



　神戸大学医学研究科と医学部附属病院では、昨年
12月27日（金）に年末恒例の厚生労働省関係者によ
る講演会がシスメックスホールにおいて開催され
ました。
　講演は、人事院職員福祉局職員福祉課健康安全対
策推進室長の 永田充生 先生と、独立行政法人福祉
医療機構審議役の 山本光昭 先生（59年卒）をお招
きして行われました。
　両先生の講演に引き続いて、神戸低侵襲がん医療

センター病院長の 藤井正彦 先生（57年卒）、松波
総合病院総合内科の 佐方信夫 先生（H.16年卒）に
よる講演も行われました。
　また、来年度の厚生労働省採用予定者である住友
病院の 川田裕美 研修医（H.24年卒）、市立加西病
院の 松本千寿 研修医（H.24年卒）の紹介と、お二
人から抱負の発表がありました。

講演題目等は次のとおりです。

厚生労働省関係者による講演会を開催

日時：平成25年12月27日（金）15：00～17：00
場所：シスメックスホール

プログラム

開会挨拶　　大学院医学研究科　　片岡　　徹 研究科長

第１部講演（15：05～16：15）

　○「健康医療戦略に関して」

　　　人事院　職員福祉局職員福祉課　

　　　健康安全対策推進室長 永田　充生 先生

　○「医業経営に関わる最近の話題」

　　　独立行政法人福祉医療機構 審議役 山本　光昭 先生（59年卒）

　○「低侵襲がん医療への新たな取り組み」

　　　神戸低侵襲がん医療センター 病院長 藤井　正彦 先生（57年卒）

　○ 厚生労働省採用予定者の紹介と抱負発表

　　　住友病院 研修医 川田　裕美（H.24年卒）

　　　市立加西病院 研修医 松本　千寿（H.24年卒）

第２部講演（16：15～17：00）

　○「日本の医療費は抑えられるのか？　

　　　　　～世界の医療保険制度と比較して～」

         松波総合病院総合内科 佐方　信夫（H.16年卒）　　

閉会挨拶　　医学部附属病院　　　杉村　和朗 病院長



閉会の挨拶をする杉村病院長 懇親会

開会挨拶をする片岡研究科長 永田室長

藤井がん医療センター病院長山本審議役

抱負を述べる川田研修医佐方 先生 抱負を述べる松本研修医







　いよいよ第100回日本消化器病学会総会の始まり
です。４月23日（水）～26日（土）の４日間、先生
方の熱い議論を期待しています。
　さて、ご存じのように日本消化器病学会は1898年
に創立されて以来、110年以上の歴史があり、会員
数は現在３万３千人を超え、消化器内科医が約
75％、消化器外科医が約25％を占めております。今
回の日本消化器病学会のメインテーマは「新たな消
化器病学の展開と医療の在り方を求めて」といた
しました。これは第100回という大きな節目を迎え
て、これまで築き上げられた消化器病学がさらに大
きく飛躍することを願うと同時に、科学としての消
化器病学の進歩が常に医療に反映されるよう、私た
ちの努力が必要であることを示したテーマです。
今回の総会の特徴は何と言っても100回総会を特別
なものとする第100回日本消化器病学会総会記念事
業です。これまでの日本の消化器病学の発展を，学
会長パネルの展示や、上部消化管、下部消化管、肝
臓、胆のう・膵臓４分野にわたる全53テーマの進歩
に関する展示を通じて振り返りつつ、新たな展開を
どのように模索するかについて議論する予定です。
消化器病学会の各領域の専門家にご執筆願い、それ
ぞれの領域の貴重な画像が提供されており、今日に
おける消化器病学の発展が簡潔に解説されている
ので、先生方にはぜひパネル展示をご覧いただきた
いと存じます。また資料の作成にあたって下さっ
た先生方にはこの場をお借りして御礼申し上げた
いと存じます。
　さらに、100回総会を特別な総会とするべく記念
講演、特別企画、特別講演を数多く企画いたしまし
た。この抄録集を見ていただければ、これまでの総
会とは少し違う企画であることが分かっていただ
けると思います。記念講演では、2015年度日本医学
会会頭、井村裕夫先生から、日本の臨床研究の問題
点と将来の方向についてご講演を賜る予定です。
また、これまでの日本の消化器病学者と深くかか
わった米国の消化器病学者４名を招いて、私と東北
大学教授　下瀬川徹先生の司会でこれまでの交流

の歴史と今後の交流のありかたについてパネル
ディスカッションを行います。いずれもわくわく
するような企画であり、ぜひ議論に加わっていただ
ければと存じます。
　今回の学術集会は、医療の在り方についても焦点
を当てており、獨協学園理事長寺野彰先生、国立国
際医療センター国府台病院院長上村直美先生、国際
医療福祉大学前野一雄先生、厚生労働省健康局肝炎
対策推進室村上薫先生のご司会で合計６時間のパ
ネルディスカッションを行います。　
　紙面の関係ですべてをご紹介できませんが、第
100回総会記念事業準備委員会の先生方の全面的な
ご支援のもと企画した記念事業と、第100回総会を
ぜひ実りあるものとするべく４日間奮闘するつも
りでおりますので、よろしくお願い申し上げます。

第100回日本消化器病学会総会
公式HP：http://www2.convention.co.jp/100jsge/

新たな消化器病学の展開と医療の在り方を求めて
第 回100 日本消化器病学会総会会長挨拶

日本医科大学　消化器内科学　坂　本　長　逸（昭和49年卒）



開　催　概　要

学会名
第100回日本消化器病学会総会
The 100th General Meeting of the Japanese 
Society of Gastroenterology
会長
坂本 長逸 （日本医科大学 消化器内科学）
会期
2014年4月23日（水）～26日（土）
会場
東京国際フォーラム（東京都千代田区丸の内3丁目
5番1号）
テーマ
新たな消化器病学の展開と医療のあり方を求めて
総採択演題数 
1,290題

会長講演・理事長講演・記念講演・特別講演

■ 会長講演
　坂本　長逸（日本医科大学 消化器内科学）
■ 理事長講演
　菅野健太郎（自治医科大学 消化器内科）
■ 記念講演
　井村　裕夫（公益財団法人先端医療振興財団）
■ 特別講演
・特別講演１
　高井　義美（ 神戸大学医学研究科生化学・分子生

物学講座）
・特別講演２
　中村　祐輔 （ Department of Medicine, Section of 

Hema t o l o gy/Onco l o gy ,  The 
University of Chicago, USA）

医療パネルディスカッション

［第１部］消化器病学と医療現場のDiscrepancy
（乖離）

司会：上村　直実（ 国立国際医療研究センター国府
台病院）

　　　井上　　肇（ 厚生労働省健康局肝炎対策推
進室）

パネリスト：
　１．久津見　弘（神戸大学消化器内科）
　２．三輪　洋人（ 兵庫医科大学内科学上部消化

管科）
　３．小早川雅男（ 国立国際医療研究センター病院

臨床研究センター）
　４． 関野　秀人（厚生労働省医政局）

［第２部］地域医療における消化器病学の役割
司会： 寺野　　彰（獨協学園）
　　　山口　博弥（読売新聞医療情報部）
パネリスト：
　　　嘉山　孝正（山形大学脳神経外科）
　　　藤森　俊二（日本医科大学 消化器内科学）
　　　福田　　健（獨協医科大学）
　　　小松　　裕（衆議院議員）

［第３部］真の医療安全のために ～医療事故と今日
の諸問題～（市民公開講座）

司会：前野　一雄（国際医療福祉大学医療福祉学部）
パネリスト： 
　　　飯野奈津子（NHK解説員）
　　　児玉　安司（弁護士）
　　　山口　育子（患者代表）
　　　河越　哲郎（医師）

　編集に誤りがありましたので、謹んでお詫び申し上げます
【P.146   7段目　　近藤　誠　先生欄】
（誤）〒650-0046  　兵庫県神戸市中央区港島中町4-6 　078-303-6123　　078-303-6226
　　　ポートアイランド病院
（正）〒874-0833  　大分県別府市鶴見3898　　0977-22-0391
　　　新別府病院 神緑会事務局

会員名簿をご希望の方は、事務局までお申し出下さい。

※※※　神緑会会員名簿2013（平成25）年版の訂正のお願い　※※※



　　　　神戸大学医学部昭和48年卒業生　卒後40周年記念同窓会同窓会報
告

　平成25年11月９日（土）神戸大学医学部昭和48年
卒業生の同窓会が有馬温泉兵衛向陽閣にて開催さ
れた。参加者は37名（男30名、女７名）でした。卒
業生92名ですでに４名鬼籍に入られた方がおられ
ますので42％の出席率でした。
　まず代表幹事の黒田先生より挨拶の後、2011年12
月30日に亡くなられた中神一人君の冥福を祈り１
分間の黙祷を致しました。その後乾杯して食事を
しながら楽しい懇談を致しました。参加者は以下
の方々です。黒田昭、高橋洋、衣笠達也、堀康郎、
金村稔、吉田真策、田渕哲、森幸三郎、赤堀泰一郎、
蘆田寛、池田宏遠、石田正矩、井上正則、上村紀志
雄、上野浩、遠藤善則、大西一男、木下修、島崎和
久、関道雄、玉置政夫、辻本大治、土井恭平、土居
忠史、中島義治、古本勝、山崎要、山下義信、李慶
懐、小西豊、小笠原（野村）みえ子、奥村満佐子、
川口（平山）惠子、下條真理子、谷山（永田）明子、
山下（瀬尾）良美、大林加代子

　会食中あまりアルコールが沢山入らない内に
各々一分間スピーチをする事となり近況とか簡単
な経歴を語ってもらいました。うろ覚えの記憶で
間違えが有るかも知れませんが、この会に来られな
かった同級生のために記載します。間違えていた
時はお許しください。
　黒田昭君は卒業後８年で三木市で内科開業医と
なりました。その間医院の他に介護支援事業所も
立ち上げ医療と介護両面から患者のケアをされて
います。また彼は三木市医師会長も引き受け地域
医療の行政との交渉役、県医師会との橋渡しなど公
的仕事をこなし遺憾なくリーダー役を果たしてい
ます。
　高橋洋君は外科医となり今年の10月まで三木市
民病院院長の大役を果していました。小野市民病
院との合併で北播磨医療センターの設立に神戸大
学医学部との折衝するなど、新病院の企画立案を果
した後退職されました。この度請われて新病院の
検査センターを管理する医療監に就任されました。
　衣笠達也君は外科医となり三菱病院に奉職しま
した。親会社が原子力発電の設備を作っているこ

とから万が一の原子力事故が発生した際の緊急時
被爆医療危機管理のエキスパートになりました。
東海村の臨界事故の際とか今度の福島第一原子力
発電所の地震津波災害では現地に赴き緊急時被爆
医療の専門医として活躍されました。今年過労の
ため講演セミナー中に軽度の脳内出血を起しまし
たが回復され今は元気にされています。
　堀康郎君は赤穂市民病院内科で長年勤務されて
いましたが14年前赤穂市内で堀クリニックを開業
され循環器の専門医として地域医療に励まれてい
ます。
　金村稔君は外科医となり県立加古川病院の勤務
を経て自分の生まれ故郷の高砂市で開業されまし
た。開業28年目になりますが７年前に脳梗塞の発
作に襲われ左半身の不全麻痺となりました。持ち
前のガッツで病魔と闘い現役復帰を果たしておら
れます。
　吉田真策君は小児科医となり公立豊岡病院に医
師人生のほとんどを過されています。兵庫県北部
の小児科医療は彼の肩に掛かっているといっても
過言で無いでしょう。今は病院の若手医師を育て
る研修責任者を務めながら趣味のオートバイ乗り、
農業などで楽しみながら田舎生活をエンジョイし
ていると言われています。
　田渕哲君は耳鼻科医となり中央市民病院に勤務
されていましたがライフワークのめまい、耳鳴りの
専門医療のクリニックを立ちあげ働いておられま
す。
　森幸三郎は内科医となり県立塚口病院勤務を経
て猪名川町で開業医となり33年目となります。２
年前に定期健診で腫瘍マーカー CEAが軽度上昇し
ている事から精査したところ膵臓鈎部に腫瘍が見
つかり PD手術を受けました。癌でしたが比較的悪
性度の少ない IPMNと言われるタイプでした。今
は週半分だけ仕事をして町の地域医療に励んでお
ります。何とか東京オリンピックを見たいものだ
と念願しております。神緑会川西支部長をしてい
ます。
　赤堀泰一郎君は産婦人科医となり故郷の津山市
で親の代から続く病院を経営されています。色々



大変な苦労をして親から続く病院を新築されまし
た。幸い産婦人科医となられたご子息が帰ってき
てくれ、従兄の産婦人科医の３名で病院を切り盛り
されています。現在ホッと一息安心された所です
がまだまだ意欲充実しているとお見受けしました。
　蘆田寛君は外科医となり兵庫医科大学で活躍さ
れその後神戸百年記念病院に移られました。若手
医師の研修指導責任者となられました、また国保審
査会でも専任委員として活躍されておられます。
　池田宏遠君は遠く長崎県佐世保より来てくれま
した。卒後精神科医となり現在佐世保愛恵病院で
勤務されています。はからずも山下義信君と同じ
中学に通っていたそうです。
　石田正矩君は内科医となり義父が経営する姫路
の病院で勤務されていましたが独立され自分の診
療所を持ちました。内科以外に透析医療を始めら
れ腎不全の患者さんのケアに努めておられます。
また姫路神緑会会長として医学部同窓会の姫路で
の要となっておられます。
　井上正則君は眼科医となられ大学勤務をされて
いましたが甲南病院を経て３年前に井上クリニッ
クを高速神戸駅前で開業されました。オールラウ
ンドの眼科医療をされていますが大学病院時代に
糖尿病性網膜症を専門とされていましたので力を
入れているとの事です。彼自身網膜前膜症をわず
らい手術されたそうです。今は元気にされていま
す。
　上村紀志雄君は内科医となり大阪府寝屋川市で
開業されています。仕事は順風漫帆なのですが、数
年前に父親が亡くなり兄弟で遺産相続で揉めて裁
判をしているそうです。くれぐれも皆さん注意を
して下さいとの事でした。
　上野浩先生は父が創立した仁済会高石病院院長
をされていましたが２年前に退任して仁済会の理
事長職に就任しました。現在は臨床を離れ大同生
命の検診医として多くの方の健康診査を任されて
います。
　遠藤善則君は産婦人科医となり西脇市多可郡で
遠藤産婦人科医院を開業されました。医師会長を
引き受けられた時には検診センターを整備されま
した。娘さんも医師となられ病理学を専攻すると
のことです。
　大西一男君は内科医となり神戸労災病院一筋に
勤務され、この度院長に就任されました。労災のエ

キスパートです。最近はアスベストによる中皮腫
の問題が大きく取り上げられ全国を講演で飛び
回っておられます。
　木下修君は麻酔科医となり公立御津病院院長と
して活躍しておられました。2010年より、きのした
ペインクリニックを開設され安全かつ迅速に痛み
をとる医療を行い患者さんより喜ばれています。
　島崎和久君は整形外科医となり故郷三重県熊野
市に帰り整形外科医院を経営されています。島崎
整形外科医院の標高は5.5ｍなので東南海地震津波
が来た際は心配であると近くに住む友人（玉置君）
が言っておられます。是非とも対策を！
　関道雄君は内科医となり長田区で関医院を開業
して30年が経ちました。消化器内科医となり家に
帰ってきてくれた御長男と一緒に診療されていま
す。長らく長田区の医師会長として地域医療の行
政との交渉役の大任を果されました。医師会長を
退任してほっと息継ぐ閑も無く、今度は近畿厚政局
の審議官として出務をされ、大所高所から適正な医
療を模索されておられます。
　玉置政夫君は三重大学眼科で研修され眼科医と
なりました。故郷の尾鷲市で眼科医院を開業され
ています。眼科医の少ない尾鷲地区で彼は目の治
療で地域住民の健康を守っています。熊野古道巡
りと、ゴルフで御自身の健康維持をされています。
彼の医院の標高は24.7ｍあるので東南海地震でも大
丈夫と胸を張っておられます。
　辻本大治先生は産婦人科医となり長らく愛仁会
高槻病院産婦人科で周産期医療に励まれていまし
た。大学時代からの合気道の研鑽が進み高槻市に
道場を作られ若手の育成に励んでおられます。思
わず「お師匠さま！」と呼びたくなる風貌と成りま
した。
　土井恭平先生は整形外科医となり甲子園球場の
前で親から受け継いだ病院を経営されています。
少年のような面影は全く変わらず、どうやってアン
チエイジングを達成しているのか聞きたいもので
す。
　土居忠史君は整形外科医となり姫路市で開業医
となられました。奥様の幸子さんを早くに亡くさ
れましたが一家の大黒柱として家族を立派に守り
ました。エールを送ります。
　中島義治君は内科医となりました。奥様も内科
医で二人で東京多摩市で開業していました。2000



年に入所定員130名の介護老人保健施設スターホー
ムを立川市で開所しました。100人の従業員を前
に、彼は毎朝施設長の挨拶を通して中島イズムを働
く人に教え込んでおられます。入所者の老人を５
年間観察してMMSE（簡易精神知能検査）が改善
する事を学会で報告されました。素晴らしい介護
をしている査証であると思います。
　古本勝君は病理医となり姫路循環器センターに
長らく勤めています。医者としての仕事もさるこ
とながら、彼の母堂が設立したエンゼル幼稚園理事
長を引き継ぐために通信教育で教員免許を取得し
ました。一歳児からの保育園も始められ名実共に
姫路を代表する幼児教育のメッカを作りました。
　山崎要君は内科医となり兵庫医科大学、宝塚市民
病院で循環器の専門医として働いていました。宝
塚南口駅で開業され地域医療に励まれています。
　山下義信君は外科医となり高砂市民病院で勤務
されておられました。その後、公立御津病院に移ら
れ副院長で外科医として働いておられました。同
級生の木下修院長が退任された後を受け院長に就
任されました。2005年御津町が龍野市と合併し、た
つの市となり病院もたつの市民病院と改称されま
した。平成23年から病院新築工事が始まり、昨年病
床数120床で新体制が発足しました。山下君は院長
としてこれらの大きな仕事を成し遂げられました。
　李慶懐先生は循環器の内科医となりました。六
甲病院などを経て中央区山手幹線と鯉川筋の交差
するところに福家診療所を東洋医学専門医の弟さ
んと一緒に開業されました。上村紀志雄君のよう
にならぬようお願いします？
　小西豊君は卒後すぐに中央市民病院、西市民病院
に勤務され外科医となりました。研鑽を積み乳腺
外科のエキスパートとなり2007年神戸アーバン乳
腺クリニックを設立しました。三宮駅すぐ近くの
一番賃貸料の高いところです。西日本ではトップ
クラスの手術件数を誇り、ただ癌を取るだけではな
く綺麗な再建手術をする事で有名です。若い女性
に囲まれてご機嫌で益々頑張れそうだと語ってお
られました。
　小笠原みえ子さんは眼科医となり灘区で小笠原
眼科医院を開業されておられました。思うところ
有って55歳の時、診療所を後進に譲り現役医師を引
退されました。2010年御主人をエベレストで亡く
され傷心のことと思います。お悔やみ申し上げま

す。同窓会ではお元気な活動的な姿を拝見し安心
致しました。
　奥村満佐子さんは精神科医となり神戸大学保健
学科教授を長らく勤められました。名誉教授とな
られた後は先輩の中野先生の主催する精神分析研
究所を継がれて診療に当たられています。
　川口惠子さんは産婦人科医となり神戸神鋼病院
で産科婦人科で大活躍をされていましたが病院近
くで川口レディースクリニックを開業しておられ
ます。手術の拘束からはなれ気分が楽になったそ
うです。また婦人科の漢方医療の手引書を川口さ
んが考えた素敵なイラスト付きで刊行しています。
　下條真理子さんは内科医となり神戸海岸病院な
どに勤務されておられましたが、ある時心の病を発
症し一時闘病していました。最近では良い薬が開
発され、これも克服し現役の診療復帰されておられ
ます。安心致しました。卒業した時と全く変わら
ぬ若い容姿に吃驚致しました。
　谷山明子さんは内科医となり垂水区で谷山内科
クリニックを開設されました。お忙しい中、国保審
査会委員も引き受け適正な医療チェックをされて
います。御主人の谷山教授が長崎大学に赴任した
ためずっと遠距離恋愛？をされていました。
　山下良美さんは産婦人科医となり明石市大久保
病院で産婦人科の外来医療を続けておられます。
言うまでも無く山下義信夫人ですが同じ医師同士、
家庭での話題も共通の分りあえる事が多いのでは
ないでしょうか。
　大林加代子さんは放射線医となり県立加古川医
療センターで勤務されています。放射線医師以外
に緩和ケアの勉強もして現在緩和ケア内科部長と
してがん患者の痛みコントロール、終末期医療など
をされています。昨年は200名の患者さんの最後を
看取られたそうです。

　宴会終了後は記念写真を撮り、５年後の70歳の古
希に同窓会を再び開く事が決定されました。大多
数の人は二次会のラウンジで飲みなおし歓談しま
した。宿泊されない一部の人は帰られましたが、当
日宿泊する人間は和室に20数名集まりムンムンす
る所で夜が更けるまで歓談しました。
　翌日希望者９名の方々は高橋洋先生のお世話で
六甲国際CCでゴルフをしました。暴風雨の注意報
が出ていましたが皆の行いが良いためか殆んど雨



に降られることなく大
変楽しいゴルフが出来
ました。
　以上同窓会に参加さ
れた方々の近況を報告
しました。卒後40年人
其々の生き方の違いは
ありますが、私たちは
社会を基礎から支える
医療面での仕事師で
あったと思います。医
師として生きてきた40
年は、社会のため人々
のため大いに役立った
至宝のダイヤモンドで
あると考えて良いで
しょう。60歳代半ばの私達ですが、これからの残り
の人生も胸を張って世のため、人のために尽くす人

生でありたいと思います。
（森　幸三郎　記）

神緑会芦屋支部支部だよ
り

　平成25年10月16日（水）に芦屋市内のホテル竹園
で神緑会芦屋市支部会の懇親会を行いました。
　冨永周作先生（昭和29年卒）が平成12年に芦屋市
医師会長に就任された時に開催されて以来、13年ぶ
りの会でした。出席率は47％とまずまずでした。
47％と言いましても出席数は８名でした。芦屋市
は小さく、人口は96787人（H25年11月１日）です。
芦屋市医師会会員数はA会員が102人、B会員が69
人です（H25年11月１日）。ですので、神緑会芦屋
支部の会員数は医師会などでの調べでは18名です。
　少人数ですが、ひとりひとりのお話をお聞きする
ことができ楽しい時間を過ごしました。　
　先輩の先生方から、昭和59年３月８日社団法人神
緑会発足時の第１回神緑会理事会において、芦屋支
部を置くことが承認された話であるとか、歴代の支
部長の先生の昔話などをお聞きしました。初代支
部長は柿沼裕一先生（S29）、２代目は坂東省二先
生（S32卒）、３代目は柿沼裕一先生、４代目は寺
内嘉一（S38卒）でした。

　これからは会員同士の連絡を密にして親睦を深
めていきたいと思います。

　平成25年３月２日より須山が支部長を寺内先生
から引き継ぎました。よろしくお願いいたします。

芦屋支部長　須山　　徹（56年卒）



　平成13年卒業、兵庫県立がんセンター　消化器内
科に勤務している坂本岳史です。
　2013年11月17日に行われた、神戸マラソン完走記
を寄稿させていただきます。７年前からランニン
グを始め、フルマラソンは神戸マラソンで13回目で
す。神戸マラソンは、運よく第１回から３回連続で
出場しています。
　大会テーマは「感謝と友情」。「被災から復興を果
たした神戸からの感謝と、今現在も被害を受けてい
る人々、地域へエールを送るマラソン大会」を目標
に掲げています。レース前のセレモニーでは復興
のシンボル曲「しあわせ運べるように」を地元の高
校と会津若松市立葵高校の生徒が合唱し、黙祷が捧
げられました。レース前の高揚した雰囲気の中に、
厳かな雰囲気が流れ、気分も引き締まりました。天
気は快晴、絶好のマラソン日和でした。
　陸連登録をしているので最前列グループからの
スタートですが、早く並ばないと、号砲から１分以
上待たされます。できるだけ前からスタートした
かったので、40分前に並びました。スタートライン
から10列くらいのところに並べましたが、問題はト
イレです。並ぶ前に済ませていますが、寒さ、朝方
のため、ADH分泌は抑制され、直前にかなり危な
い状態になっていました。これはやばいなー、ここ
でトイレに行ったら、結構並んでるし、後ろからの
スタートになるし、マイナス要素しかない、、、と数
秒熟慮し、スタート後に近くのトイレに駆け込むこ
とにしました。号砲から10秒くらいで走り出すこ
とができましたが、開始２キロのところでトイレに
駆け込み、早くならんだ苦労は水の泡になりまし
た。でも、尿意との戦いからは解放され、一安心。
気を取り直して再スタートです。
　コースはフラワーロードから元町、神戸、長田、
須磨、舞子と２号線を西へ走り、明石海峡大橋の下
で折り返し、神戸まで戻り、ハーバーランド付近で
２号バイパス道路を上り、ポートアイランドがゴー

ルです。きついのが35キロ付近からの２号バイパ
スを上るところで、坂と強風が立ちはだかります。
　前回はサブスリーを目標に、３時間のペースセッ
ターについて行きましたが、今回は自分のペースで
走ることにしました。練習不足だったので、序盤は
レースペースを維持できるかどうか不安でしたが、
須磨まで予定通りのペースで走れました。海釣り
公園付近は、眺めがとてもきれいですが、景色をみ
る余裕は全くありません。舞子の折り返しを過ぎ
ると、追い風が、弱い向かい風に変わりました。風
向きがかわると負担がかなり変わります。まだ20
キロを過ぎたところでしたが、昨年よりも疲れてい
る気がしました。20キロから30キロでペースダウ
ンしてしまうと、タイム回復は絶望的なので、ペー
スを落とさずに走るように気をつけました。須磨
水族館から和田岬、中央市場、ハーバーランドと続
きますが、細かいアップダウンと、単調な景色のた
め、気分的にきついところです。ハーバーランドで
は、家族も応援に来てくれているので、みっともな
い姿は見せられません。
　ランナーは応援をもらうと数分間でもすごいパ
ワーが出ますが、あっというまに過ぎるランナーを
長時間待つ、応援側はいい迷惑です。最近は、10キ
ロ毎の通過時間がオンラインで確認できるように
なっており、応援する方もだいたい何時くらいに通
過するかが予想できるようになっています。おか
げで、うちの家族も到着する少し前に沿道に出て
‘笑顔’で応援してくれます。ただ、あらかじめ何
時何分くらいに通過すると言っており、約束した手
前、意地でも遅れられません。甲斐あってハーバー
ランドには約束時間と数分違いで通過することが
できました。ここからポートアイランドへのバイ
パスが一番苦しいところです。はじめの坂がもっ
とも急で、何とかペースを維持して走ります。坂を
上って少しほっとしたところでややゆるめの坂が
あと２回待っています。登り切ると今度は橋の上

神戸マラソン完走記第3回

兵庫県立がんセンター消化器内科　　坂　本　岳　史（平成13年卒）



で風との戦いです。ここを越えればもうすぐや、と
自分に言い聞かせながら走ります。ボランティア
の方たちが大きな声で応援してくださり、とても力
になりました。橋を渡り、ポートアイランドに着く
と残り３キロです。強風と坂道で足を使い果たし、
ペースが維持できなくなりました。最後２キロは
‘ばてばて’でしたが笑顔でゴールすることがで

きました。タイムはグロスで２時間56分15秒でし
た。
　帰り道で神戸大学卒業以来会ってなかった後輩
２名に偶然会いました。神緑会へ寄稿する機会も
いただき、神戸大学との縁を感じた大会でした。第
４回も今から楽しみで、2014年のスケジュール帳に
予定を入れています。
　

　2013年11月17日に神戸マラソンの救護班に参加
しました。神戸市では３回目の大会になり、２万人
以上の方が参加しました。当日は気温も10℃以上
あり、穏やかな日曜日でした。マラソンランナーは
スムーズにスタートを切り、途中経過はとても順調
でした。私はフィニッシュエリアの最も危険な更
衣室他の担当でした。午前中は会場の確認やス
タッフとの打ち合わせや救護所の確認をしただけ
で早々に昼の軽食を済ませました。現場は私の班
の３名と、第15救護所の医師団とスタッフが待機し
ました。現場出動班では私が責任者になり、連絡用
の携帯電話を渡されました。現場では点呼後次々
AEDが各チームに渡され、担当の現場に移動しま
した。早いランナーが会場に到着し出すと、携帯電
話が鳴り出しました。初めは足の筋肉の痙攣で、危
険な状態の方はいませんでしたが、午後１時過ぎ、
連続して携帯電話が鳴り続け出しました。時間が
経つにつれ、脱水症状がある方が増加しました。救
護所で休憩しただけで回復された方が殆どでまだ
良かったです。ランナーにとって、ゴールしてから
ほっとする更衣室は最も危険な場所です。筋肉が
痙攣して坐りこんでしまっている方が多いので、女
性更衣室は女性医師と女性スタッフしか入室出来
ない状態でした。男性更衣室は男性スタッフが外

で立ってずっと見張ってお
られました。意識がなく
なった方がいると連絡が入
り、一同に緊張が走りまし
た。手の空いている救護所
の医師と現場の私達が一斉
に更衣室のその方の所に辿
り着きました。幸い意識は
戻っておられ、皆「良かった」と歓声が上がりまし
た。その方も軽症で済みました。17日は結果的に
重傷者が出ず、90％以上の方が完走されました。途
中でリタイアされた方は原因は筋肉の痙攣が多
かったようです。救護は迅速さと的確な判断力と
体力と瞬間の移動能力と救急の経験が必要で、派手
な医療行為はなくても難しい仕事です。それがこ
なせるほど、神戸大学医学部を卒業して循環器科や
救急医療をして長い年月が経っていました。長年
の趣味のスポーツのおかげでもあります。会場で
の全員の連携が必要で、救命に個人プレーは不要で
す。若手の医師にも勉強になると思います。もっ
と若手に参加して頂き神戸大学に私達の経験と長
年の鍛錬で積み重ねられた技術と魂が受け継がれ
ていきますように。今後の後輩の活躍を期待しま
す。

神戸マラソンの救護班に参加して第3回

神緑会理事　　千　谷　容　子（昭和61年卒）



　2013年７月27日、千葉大学医学部で開催された第
45回医学教育学会にて、「アンケート調査から考え
る PBL の現状と可能性、学生・教員が共に創る医
学教育 /第４期」の口演発表を行いました。発表内
容は以下の通りです。
　神戸大学医学部医学科５年生の佐藤文です。「ア
ンケート調査から考える PBL の現状と可能性～学
生・教員が共に創る医学教育・第４期～」という
テーマについて発表します。よろしくお願いしま
す。
　神戸大学医学部のチュートリアルは臨床実習の
始まる前の４年次の１年間で行われます。各科が
１週間担当し、PBL 形式で症例について学習しま
す。
　神戸大学のチュートリアルは「臨床実習のための
準備」と位置づけられています。
　神戸大学では教員と有志の学生によって構成さ
れる組織があり、これまで PBL 形式に適さない外
科のチュートリアルを廃止し、また毎年課題症例を
見直す、など改革を行ってきました。以前よりは良
くなったと考えられるチュートリアルが現在、学生
にとって満足のいくものか、よりよくするために何
が必要かを知るためにアンケート調査を行いまし
た。アンケートの目的は、「臨床実習のための準備」
としてのチュートリアルに対して、学生がどう感
じ、どのような問題があるのかを明らかにすること
です。
　神戸大学医学部医学科４年生に、４年次終了時に
アンケートをとりました。
　この６つの選択肢に対して、学生が身につけたい
ものはどれか、また、これら６つの選択肢を身につ
けるのに役にたったかどうか、そして、臨床実習に
むけて足りないものは何か、についてアンケートを
行いました。アンケートの回答はすべて複数回答
が可能です。
　臨床推論力、医学的知識を学生が最も身につけた
いと思っていることがわかりました。また、文献検
索力をつけたいという意見も６割をこえました。

　次に臨床推論力、モチベーション、医学的知識、
文献検索力、コミュニケーション能力などについ
て、それらを身につけるのにチュートリアルが役に
たったかどうかという問題に対しては臨床推論力
や医学的知識、文献検索能力を身につけるのに役に
たったという意見が７割をこえました。コミュニ
ケーション能力に関しては２割くらいの学生しか
身につけたいと言っていなかったが、６割近くの学
生が身につけるのに役立つと答えています。
　次に、臨床実習に向けては、まだ十分身について
いない、足りないと感じるものはどれかというアン
ケートの結果ですが、臨床推論力や医学的知識に関
しては７割以上の学生がまだ足りないと答えてい
る。さきほどの質問で、７割以上の学生が身につけ
るのに役立ったと答えているのにもかかわらず、多
くの学生にとって十分でないという結果でした。
　そこで、この役にたっているのに、学生が求める
レベルには達していないというギャップをチュー
トリアルが埋めるために、チュートリアルの改善す
べきところについて５つの選択肢でアンケートを
行いました。複数回答は可能です。
　ここでいうチューターの質とは、チューターが症
例に関して深い理解をしているということ、着眼点
などの明示とは、議論を進める上でのヒントを明示
するということ、診断学の知識とはチュートリアル
教育に入るまでの診断学の知識のことをさします。
その他は自由回答です。
　その他の意見としては、チュートリアルの時間が
１時間では短すぎる、チューターの質を確保するた
めに PBL ではなく TBL 方式にする、症例を班ご
とに変えるなどがありました。
　神戸大学のチュートリアルは、学生が身につけた
いと考えているものを得るのに役立つとする意見
が多かったです。その一方で、「臨床実習のための
準備」としては、まだ十分ではないという意見が多
かったです。
　改善のためには、チュートリアルの改善だけでな
く、チュートリアル前に診断学の知識が必要だとい

医学教育学会「PBL・チュートリアル」口演発表のご報告

第45回

医学部医学科　５年　　佐　藤　 　文　他学生３名



う意見が多かったです。 
　それを受けて、神戸大学では、チュートリアルを
診療科別から症例別にかえる、学生チューター制度
を導入する、チュートリアル前を含めた医学部全体
のカリキュラムを見直す、といった改革が検討され
ています。
　９月には学生チューターが試験的に導入される
予定です。
　質疑応答では、なぜ神戸大学では学生の意見を大

学側が受け止めてくれるのか、どういう仕組みなの
かということを聞かれました。神戸大学のように
学生の意見を教育に反映していただける大学は少
ないのかもしれません。
　今後も教員と学生がともによりよい医学教育を
作り上げていくことを期待しています。最後にな
りましたが、発表に向けてご指導くださった先生
方・先輩方、神緑会の先生方に感謝を申し上げ、こ
の項を締めくくらせていただきます。



　

学生の自主的学習グループ活動
ASMEKを神緑会は支援しています。



ソフトテニス部
学生文化部・運動部紹介

神戸大学医学部軟式テニス部主将　３年　坪　谷　一　樹

　ソフトテニス部は男子30人、女子27人と部員数も
とても多く活気に満ちあふれており、男女一緒に週
３回練習をしています。大会は４月の関西医歯薬、
６月と11月に行われる東海医歯薬、８月の西医体、
10月の近畿リーグの計５つがあります。中でも西
医体が最も大きな大会で、私たちは西医体優勝・全
医体出場を目標に部員一丸となって練習に励んで
います。またソフトテニスは団体戦だけでなく個
人戦もあるので、レギュラーだけでなく全員が試合

に出ることができます。
　今年は男子近畿リーグ優勝・東海医歯薬準優勝、
女子西医体優勝・全医体優勝と男女ともに良い結果
を残すことが出来ました。特に男子の優勝は約30
年ぶりのことで、非常に盛り上がりました。
　オフには部内旅行や花火大会など楽しいイベン
トもあり、部員の仲を深めています。この部活の一
番の魅力は、人と人とのつながりだと思います。同
級生はもちろん先輩や後輩のつながりも深く、時に
は優しく時には厳しく、ソフトテニスだけでなく人
間的にも成長できる部活です。

硬式テニス部
硬式テニス部　３年　片　上　隆　史

　　神戸大学医学部硬式庭球部は男子34人、女子35
人の部員で活動しており、男子は週３回、女子は週
２回、学外のコートをお借りして練習しています。
夏には西日本医科学生総合体育大会（西医体）があ
りますので、大会での勝利に向けて日々練習に励ん
でおります。
　2013年８月の西医体は九州大学の主管のもと、福
岡県内のテニスコートで行われました。男子は１
回戦敗退という悔しい結果に終わりましたが、女子

は準優勝という華々しい活躍をしました。今号の
ニュースレターでは女子の西医体準優勝について
大きく取り上げさせていただきます。
　今大会は、大会前の情報から、「３回戦を突破で
きるかどうかが壁である」と言われる中で始まり
ました。そして神戸大学は２回戦まで快勝を続け、
危なげなく３回戦へ進出しました。３回戦の相手
は、大会前の対抗戦でも２勝２敗１打ち切りと互角
の試合をし、大きな壁と言われていた滋賀医科大学



でした。結果はダブルス１勝１
敗、シングルス２勝１敗で、接
戦を制し神戸大学が勝利しまし
た。前日の接戦を制した神戸大
学の４回戦の相手は藤田保健衛
生大学でした。結果はダブルス
２勝、シングルス１勝で、ダブ
ルス２が長時間の接戦を制した
ことで神戸大学が勝利し、準決
勝に出場することになりまし
た。準決勝の相手は九州の強豪
校の熊本大学でした。結果はダ
ブルス２勝、シングルス１勝で、最後まで強気に試
合を戦ったことによる勝利でした。こうして神戸
大学の２年ぶりの女子決勝進出となりました。決
勝戦の相手は、他校を圧倒して勝ち上がってきた名
古屋市立大学でした。結果はダブルス１勝１敗、シ
ングルス１勝２敗。相手の固い守りを崩せずに惜

しくも敗退したものの、女子は今大会準優勝という
結果を残すことができました。
　今後も男女一丸となって来年の西医体優勝に向
けて日々活動していきますので、暖かく見守って頂
けると幸いです。

ヨ ッ ト 部
神戸大学医学部ヨット部　２年　藤　井　康　光

　本年度西医体ヨット部門は福岡市立ヨットハー
バーにて開催され、神戸大は470級において第４位、
スナイプ級第４位、総合第４位という結果で大会を
終えました。
　神戸大は二年連続の総合優勝を果たしていまし
たが、今回は惜しくもメダルには届かない結果と
なってしまった。三年連続の総合優勝を果たすべ
く、一年間部員全員で一致団結し技術の向上、また
メンタルの強化に努めてきた結果、今年度も最有力
の優勝候補と目されてきました。今回は滋賀医科
大学が西医体に戻ってきたこともあり、優勝争いは
京都府立医・滋賀医・香川・神戸の４校であると予
想していた。今回の海面はブローの強弱が激しく
全校レグに苦しんだレースとなりました。全８
レース中スナイプ級は１レース、470級は２レース
トップフィニッシュを飾るなど素晴らしい結果を
残している。今回の惜敗を忘れることなく、世代交

代を終えた新生ヨット部はさらなる技術の向上を
目指しすでに始動しています。王座奪還を目指し、
毎週の練習にはOBの方々も来て下さり、熱心に指
導をしてくださっています。来年度の西医体に期
待が集まっている。



水　泳　部
４年　孟　　　　　順

　現在、水泳部は部員53人となり、とても大
きな部となりました。部としての定期練習は
毎週火曜日に三ノ宮磯上の神戸市立市民福祉
スポーツセンター、ポートアイランドのス
ポーツセンターのプールを借りて練習をして
います。練習は自由参加という形を取ってい
ますが、毎年練習参加人数が増え、部として
大変嬉しく思っております。また、毎年近医
水や西医体などの大会を通して数々の貴重な
体験をさせていただき、沢山のいい思い出が
できました。
　本年度西医体水泳競技は８月８日（木）～
８月11日（日）、福岡県立総合プールにて開催され
ました。
　声をからしての応援、大会新記録を達成したとき
の拍手、西日本のすべての医学部が参加するこの大
会は本当に大変盛り上がった大会でした。
　そして、肝心の成績ですが、総合順位は男子部12
位、女子部10位と、いい成績を収めました。さら
に、個人成績に関しては
200ｍ自由形 楠原　達樹（２年）　準優勝
400ｍ自由形 楠原　達樹（２年）　優勝
50ｍ平泳ぎ 佐藤　文　 （５年）　優勝

100ｍ平泳ぎ 佐藤　文　 （５年）　準優勝
という素晴らしい結果が出ました。
　今年ここまで来られたのは全選手の頑張り、マ
ネージャーのサポート及び先生方のご協力のおか
げだと思います。もちろん反省点や課題も沢山あ
りますが、今回の西医体での経験を活かして来年に
向けて、さらなる成績アップを目指して頑張ってい
きたいと思います。
　これからも水泳部の応援をよろしくお願いしま
す。

柔　道　部
柔道部主将　２年　板　垣　実　幸

　柔道部では、週２回の稽古を厚生棟の２階の道場
で行っています。練習時間も１時間半程度と短い
ですが、その分１回１回の練習を集中して行ってい
ます。また、練習は多くないので他の部との兼部も
可能です。実際、他の運動部との兼部をしている部
員が半数を占めています。柔道を中学校や高校で
やったことがあり、改めて練習したいという部員も
多いです。
　試合は６月の近畿８医科大学柔道大会と８月の
西医体と９月の関西医歯薬柔道大会の３つです。
今年度は西医体で目標の予選突破を果たすことが 平成25年８月　福岡武道館で行われた西医体にて



できたほか、個人戦でもそれぞれ勝つことができま
した。また、全学の柔道部の三商大戦にも応援で出
場することがあります。試合が少ないので、それぞ
れの大会で少しでも良い成績を得ようと頑張って
います。
　６回生が引退した現在、部員は１，２回生合わせ

て５名と若干人数が少なくなりましたが来年度以
降、新入部員を迎えて規模を拡大していこうと考え
ています。また、休部となっていた期間が長く、学
部内の知名度の向上にも努めていきたいと思って
います。どうか応援していただけましたら幸いで
す。

剣　道　部
剣道部主将　３年　西　浦　直　紀

　私たち、医学部剣道部は毎週２回、生協棟２階に
ある武道場で活動しています。火曜、金曜の６時を
過ぎた頃から、生協棟前には竹刀を打ち振るう音が
響いていると思います。部員は１回生から６回生
まで男子11名、女子14名となっており、女子がやや
多い構成になっています。
　稽古のときは真面目に真剣な面持ちで練習しま
すが、稽古が終われば、食事会や飲み会、温泉旅行
やうどんツアーなど楽しい行事を、和気あいあいと
楽しんでいます。

　大会成績でも結果をだしており、平成25年度西医
体では、男子団体はベスト16と奮闘し、女子団体は
３位という好成績をおさめました。また前年の10
月には、大倉山にある中央体育館で、秋期医歯薬医
学部剣道大会の主管を務めました。
　剣道といえば、敷居が高く、厳しいスポーツであ
るというイメージがあるかもしれませんが、私たち
の部では、大学から剣道を始めた部員がかなり多
く、初心者から経験者まで自分の力量にあわせて、
日々楽しく稽古に励んでいます。



バレーボール部

　バレーボール部に女子部ができ、早５年が経ちま
した。今では男子部にも劣らない賑やかさでバ
レー部に華を添えています。今年は男子部で三人、
女子部では四人の一回生を迎え、皆で和気藹々と、
それでいて真剣にバレーボールを練習しています。
男子部は週三回月木金、女子部は週二回木日に練習
しています。部員は限られた練習時間を有効に使
えるよう、それぞれの課題を毎回意識しながら取り
組んでいます。チームスポーツ特有の壁に当
たることもありますが部員全員で一つずつ乗
り越えてきました。そんな努力の甲斐あって

今年度の西医体では男子部はベスト８、秋近畿大会
では優勝、そして女子部は秋近畿大会での準優勝と
素晴らしい成績を残すことができました。現在は
毎年神戸大学が主催している日本医歯薬大会で良
い結果を出せるよう、部員一丸となって頑張りま
す。最後になりましたが、日頃からご指導くださ
り、支えてくださるOB、OGの先生方に感謝申し
上げます。

副主将　２年　渡　邊　　　賢

競技スキー部

　神戸大学医学部競技スキー部です。前回の西医
体では、発足以来初の女子総合優勝を達成すること
が出来ました。この結果は部員の努力だけでなく、
ご指導ご支援してくださった顧問の先生、OB、OG
の先生方、コーチ、保護者の皆様のおかげであると
心から感謝しております。
　競技スキーの西医体は夏ではなく３月にあり、他
の部と盛り上がる時期が違います。そんな競技ス
キー部について、紹介します。
　普段は週１回の運動だけですが、主な活動は冬休
みと春休みにあります。冬は１月初めの関西医学
部対抗の大会に向け１、２週間、春は３月末の西医
体に向けて２、３週間合宿を行います。義務期間以
外の合宿は個人の自由で、１か月以上雪山に籠る部
員もいます。

　競技スキーとはポールの立てられたコースを如
何に速くゴールできるかを競うスポーツです。急
斜面でかなりのスピードを出すので時には恐怖心
との戦いも必要です。大会では、大勢に囲まれる
中、たった一人で出走するのでとても緊張します。

主務　３年　岸　本　真　椰



　私は競技スキーをとてもやりがいのあるスポー
ツだと思いますが、神大競技スキー部のなによりの
魅力は、合宿で長い期間寝食を共にするので、部員

同士が家族のような存在になれるということです。
これからも変わらず楽しく有意義に活動していき
たいと思います。

ハンドボール部

　私たちハンドボール部は、日々大会に向けて鍛錬
し、真剣に、そして楽しく部活動に励んでいます。
私たちの部活は、1997年設立ということで決して歴
史の長い部活ではありませんが、昨年の秋季医歯薬
リーグでは一部優勝を果たし、それ以降の大
会でも好成績を残し続けています。今年度の
西医体では第７位という結果に終わり、満足
のいく結果とはなりませんでした。また、医
歯薬大会では、好成績とはいえ、今年度はす
べての大会で準優勝となったものの、あと一
歩のところで目標である優勝を逃したままで
終わってしまいました。しかし、長年部員不
足に苦しんでいた我が部もここ数年で着実に
部員数を増やしており、部員一同も医歯薬

リーグ優勝や西医体優勝を目標に、やる気に満ち溢
れていますので、今後は更なる躍進ができるものと
確信しています。これからも私たちハンドボール
部への応援をよろしくお願いします。

主務　１年　末　宗　和　樹

フットサル部
主将　神戸大学医学部医学科　２年　土　井　一　輝

　こんにちは。神戸大学医学部フットサル部です。
私たちは部員30人ほどで、週に１回、大倉山キャン
パスの体育館で活動をしております。春の近畿・中
国・四国の医学部による大会（近中四）や、夏の全
国の医学部による大会（オールメディカル）を目標
にして練習に励んでいます。2013年オー
ルメディカルでは全国５位という成績を
残すこともできました。また、兵庫県の
フットサルリーグにも所属しておりま
す。
　他の部と比較し、引退したOBさんも
部活動によく顔を出してくださるため、
１～６回生までとても仲がよいことが特
徴です。そのことに加え、ユニークな人
が多いため、いつも笑顔の絶えない部活

となっています。しかし、ただ楽しいだけではなり
ません。社会的なこと、たとえば礼儀やルール、上
下関係といったこと、を教えるといった部活として
の義務を果たし、より有意義な活動にしなければな
らないと考えております。



•今年度最後のニュースレター第５巻第４号は、発行開始以来の分厚
さとなりました。それでも圧縮した結果です。総会事項以外は積み
残しの整理でもあります。読まれずにゴミ箱に直行する事が多いと
される皆さんの行動への抑止力となるか､ 今週号の内容は多岐にわ
たる。総会での表彰対象となった教授 ･病院長就任、栄誉者は８月
発行予定の学術誌で詳細履歴紹介となります。メモリアルも平成16
年卒で交通事故死なので注意喚起として大きく扱いました。神戸大
学の今、学部長 ･学科長のメッセージ、学生の部活10の紹介は､ し
ばしのゴミ箱行きが猶予されると有り難いです。この内容は、年度
当初一巻分しか集まらなかった広告が４巻ともに必要量が確保でき
た。ノーベル賞特集以上の効果は驚き！

編集委員：
　梶田明義　　昭和34年卒
　久野克也　　昭和48年卒
◎中野康治　　昭和52年卒
　三浦靖史　　平成元年卒
　尾藤利憲　　平成３年卒
　吉田　優　　平成４年卒
　小林和幸　　平成９年卒

◎は編集委員長

●編集委員募集中●
sinryoku@med.kobe-u.ac.jp

篤志家からのご寄付
　昨年10月26日に開催された第８回ホームカミングデーにおいて、神緑会では医学部協賛事業として
YIA（ヤングインベスティゲーターアワード）を実施しました。
　これに一般参加されていた卒業生のご父君から、「YIAに感動した。神緑会活動を支援したい。」と
の申し出があり、後日に多額のご寄付をいただきました。
　また、このYIAや名簿発行、２月１日に開催した学術講演会等に対して、役員や会員の先生から
もご寄付をいただきました。
　神緑会としましては大変ありがたいことで、金額の多寡よりも神緑会の活動にご理解をいただいた
ことに篤く感謝し、今後の励みにいたしたいと思います。

ありがとうございました。

　神戸大学医学部附属病院では、平成26年２月１日付けで神戸大学大学院医学研究科外科系講座
（腎泌尿器科学）の 藤澤　正人（ふじさわ　まさと）教授（59年卒）が新病院長に就任されました。
　任期は平成29年１月31日まで

新病院長に藤澤教授 ～神戸大学医学部附属病院～


